
〜ブリッジ エーシア ジャパン 20年の経験から〜



2

は
じ
め
に

　

ブ
リ
ッ
ジ 

エ
ー
シ
ア 

ジ
ャ
パ
ン
（
B
A
J
）は
2
0
1
3
年
11
月
に
設
立
20
周

年
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で
活
動
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
、
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
設
当
時
、
終
結
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
復
興
支
援
を
個
人
的
に
行
っ
て
い
た

新
石
正
弘
は
、
1
9
9
3
年
11
月
に
ベ
ト
ナ
ム
支
援
の
任
意
団
体
と
し
て
数
人
の

友
人
と
「
イ
ン
ド
シ
ナ
市
民
協
力
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

1
9
7
0
年
代
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
で
は
戦
禍
が
相
次
ぎ
、
難
民
流
出
と
と
も

に
1
9
8
0
年
代
は
日
本
国
内
に
多
く
の
N
G
O
が
立
ち
上
が
り
支
援
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
N
G
O
と
い
う
言
葉
は
一
般
的
で
は
な
く
、
公
的

な
支
援
も
な
く
、
た
だ
た
だ
熱
い
想
い
を
頼
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
手
探

り
で
活
動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
流
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
活
動
を
開
始
し
た
の
で
す
が
、
設
立
翌
年
の

1
9
9
4
年
の
夏
、突
然
に
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）
か
ら
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
事
業
可
能
性
に
つ
い
て
打
診
を
受
け
ま
し
た
。
現
地
調
査
の
後

に
活
動
開
始
を
決
断
し
、
現
在
の
「
ブ
リ
ッ
ジ 

エ
ー
シ
ア 

ジ
ャ
パ
ン
」
と
改
称
。

1
9
9
5
年
1
月
よ
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ラ
カ
イ
ン
州
マ
ウ
ン
ド
ー
を
拠
点
に
、
国

際
協
力
団
体
と
し
て
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
ベ
ト
ナ
ム
現
地
活
動
の
開
始
や
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
復
興
支
援
活
動
と

撤
退
、
国
内
で
は
シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
つ
く
る
会
を
通
し
て

N
P
O
法
の
成
立
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
活
動
と
い
う
経

験
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。



3 未来への提言

目
次

　

20
年
間
の
活
動
を
通
し
て
B
A
J
は
ど
の
よ
う
な
知
見
を
得
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
、
ト
ヨ
タ
財
団
隣
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
金
を
得
て
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
招
へ
い
し
、
東
北
被
災
地
の
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察
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ワ
ー
ク
シ
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、
さ
ら
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は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
て
、「
B
A
J
が
こ
の
間
に
得
た

知
見
」
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
く

「
8
つ
の
提
言
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
B
A
J
の
理
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
東
京
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
つ
の
目
標
に
む
か
っ
て
意
見
を
出
し
合
い
、

作
業
を
進
め
、
時
間
を
共
有
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
お
互
い
に
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

提
言
は
8
つ
で
す
が
、
言
葉
に
な
り
に
く
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
地
域
内
で
対
立
や
紛
争
が
あ
り
、
第
3
者
と
し
て
活
動
す
る
場
合
は
、
両

者
の
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
と
る
こ
と
や
、
目
標
を
設
定
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
そ
れ
を

達
成
す
る
と
い
う
よ
り
は
目
標
に
向
か
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
主
役
は
あ
く
ま
で
も
対
象
地
域
の
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
提
起
さ
れ
る
ニ

ー
ズ
で
す
。
B
A
J
が
実
施
し
た
乾
燥
地
域
の
水
供
給
事
業
で
は
、
水
不
足
の
困

難
を
抱
え
た
住
民
に
は
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
知
恵

は
、
主
役
で
あ
る
住
民
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
な
い
と
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て

信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
時
間
が
か
か
る
の
で
す
。

　

B
A
J
は
、
こ
の
20
年
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
今
後
も

ベ
ト
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や
ミ
ャ
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。
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1

2
中部・フエ市では、地域に眠る観光
資源を探し、エコ・ツーリズムを推
進する準備を進めている。このプロ
ジェクトは地域の農家を中心に実施
しており、彼ら自身が考える地域の
魅力を伝えるため、観光マップの作
成や地場作物の加工品開発なども併
せて行っている。

ベトナム

中央乾燥地域では1970年代に建設
された多数の井戸が管理されること
なく寿命を迎えている。BAJではこ
うした井戸の修繕を行ってきたが、
地域の人が自ら管理をできるように
するため、地域の若者を中心とした
ローカルメンテナンス・チームを結
成。さらにスタッフがBAJから独立
して井戸業者を始めている。

ミャンマー

岩手県大槌町では、被災者を対象と
したドーム型コミュニティ・センタ
ー「町方ドーム」を建設し、地域の
人々が集まり、互いにコミュニケー
ションを取る場として提供した。遠
くて足がない方を対象としたバスで
の送迎も行っている。BAJではなく、
地域の団体が運営しており、地域の
人たちが必要と考えるビジネス創出
のためのクラスを実施するなど、多
岐にわたった活動となっている。

東北

長
く
い
る
こ
と
。

「
出
口
戦
略
」
を
常
に
意
識
す
る
だ
け

で
な
く
、
活
動
地
に
長
く
根
を
は
り
、

じ
っ
く
り
と
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
得

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
現
地
政
府
や
ロ

ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
や
、
民
族
が
違
う
ス
タ
ッ
フ
同

士
の
仲
間
意
識
の
醸
成
、
そ
し
て
、
腰

を
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
で
蓄
積
さ
れ

て
い
く
経
験
。
こ
れ
は
、
N
G
O
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
。

BAJの8つの提言

　

N
G
O
は
、
活
動
を
実
施
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
理
念
や
思
い
で
始
ま
り
、
対

象
地
で
本
当
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
課

題
の
解
決
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
地
域
の
人
々
が
求
め

る
解
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
地
域
の
人
々
中
心
の
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
持
続
的
・
効
果

的
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
を
中
心
に
。

2003年から、学校に行かずうろう
ろしている子どもがいることが当た
り前だったスラム地域で、補習クラ
スを毎日開催し、学校の勉強に追い
付いていけるようにフォローした。
親とのコミュニケーションを継続し、
2年が経過したころから、地域の大
人たちが、子どもの勉強に気を使っ
て補習の時間は静かにするように変
化。また、小学校に通ったことすら
ない子どもがいたこの地域で、
2011年には大学進学者も出るよう
になった。

ベトナム

→P11参照

中央乾燥地域の生活用水供給事業は
開始から10年以上が経過した。こ
の間、少しずつ地域住民や政府との
信頼関係が構築されてきたため、今
ではよりニーズの高い村やその地域
の状況について情報が入ってくるよ
うになった。

ミャンマー

→P19参照

計5県で活動を実施していたが、内
戦の激化により1か所ずつ活動を停
止していかなくてはならず、約5年
間で事業を完全に撤退した。長期的
な支援をするにはNGOのキャパシ
ティだけでなく、紛争など周囲の環
境や状況にも気を配る必要がある。

スリランカ

→P25参照



5 未来への提言

3

4

フエ市トゥイスワン地区の零細農
家は、他地域から流入する「より
大きく、見栄えの良い野菜」や仲
介業者による安価な商品の売買に
勝つことができず、従来の農業だ
けで暮らしていくことが難しい。
長年にわたる彼らとの交流から見
えてきたのは、競争力の高い作物
を導入することではなく、孤立し
やすい生活の中で、農家同士で協
力できる関係を結び、情報交換を
促し、協力することで収益のあが
る農業を実施していくことだった。

ベトナム
地域の技術力向上を目指しているが、
必ずしもハイテク技術を導入するだ
けではなく、ローテクと呼ばれる、
日本ではもう使われていない技術も
使う。これは、地域の技術力がそも
そも低かったり、その地域で必要な
機材等が手に入らなかったりするか
らだ。時には地域で生み出された技
術を組み合わせることで、住民たち
が本当に必要な技術を習得できる機
会を提供している。

ミャンマー

→P21参照

BAJの協働団体で、岩手県大船渡市
で活動するさんさんの会は、震災発
生当初から避難所や仮設住宅を中心
に配食を通じた聞き取りを実施して
きた。その結果、配食対象者を少し
ずつ「重点的支援対象者」に絞り、人
工透析や腎臓病など持病をかかえて
生活する方に対する制限食の配食支
援へと活動の内容をシフトしている。

東北

フエ市の子どもを中心とした環境教
育は農家を訪問し、地域特有の作物
や生活について学ぶことで、自分が
育った地域を再発見することを目的
としている。この活動では、iPadを
活用し、ホーチミンのばじこ教室の
子どもたちと映像で連動することで、
ベトナムの田舎から離れて暮らす都
市の子どもたちにも、農村地域の暮
らしを伝えている。

ベトナム
BAJではシェルターや学校の建設、
井戸の掘削や貯水タンクの建設、水
源を探す物理探査など、専門知識が
必要な活動を実施している。日本で
知識や経験を蓄えた専門家を派遣し、
地域の住民やBAJの現地スタッフを
対象とした技術訓練や研修を通じて
人材を育成している。

ミャンマー

→P20参照

　

本
当
に
解
決
が
必
要
な
ニ
ー
ズ
を
浮

き
彫
り
に
す
る
の
は
難
し
い
。
第
三
者

の
目
か
ら
見
て
必
要
な
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
に
深
く
関
わ
る
こ
と
で
潜

在
的
に
眠
っ
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
、
課
題
の
根
本
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

「
ニ
ー
ズ
」あ
り
き
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

日
本
は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の

技
術
力
を
誇
る
。
ま
た
経
済
発
展
の
過

程
で
都
市
化
や
過
疎
化
も
経
験
し
て
い

る
。
そ
れ
を
世
界
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
、
日
本
が
で
き
る
支
援
の
ひ
と
つ
の

形
で
も
あ
る
。
そ
の
際
に
、
地
域
に
あ

わ
せ
た
形
に
翻
訳
し
、
地
域
の
人
た
ち

に
も
見
え
る
形
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り

浸
透
性
が
高
ま
っ
て
い
く
。

日
本
で
培
わ
れ
た

技
術
と
経
験
を
伝
え
る
。
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5

6

「わからないことは、詳しい人に聞
いてみよう」という姿勢で、新しい
活動を始める時は必ず、地域の年長
者や職人さんなどから、地域に根付
いた知識を吸収するようにしている。
例えば「植林をして川岸を守る」と
いうアイデアが出た時は、「どのよ
うな木が適しているのか」など知る
必要があるため、子どもたちが植木
職人にヒアリングを実施した。

ベトナム

→P13参照

給水事業では村人がメンバーとなる
水管理委員会と協力して、管理・運
営方法について研修を実施している。
あくまでも基礎的な管理方法を伝え、
それ以外は自分たちで工夫すること
を推奨する。しかし、やり方によっ
て、運営に差が出てしまうため、各
村の委員会が一堂に会し、お互いに
情報を交換するための「情報共有ワ
ークショップ」を開催している。こ
こでは、過去の良い事例・悪い事例
をシェアし、村同士の意見交換を行
い、最後に、BAJの考える良いプラ
クティスを共有している。

ミャンマー

「
も
の
」や

「
お
金
」よ
り
も
、

「
ひ
と
」を
育
て
る
。

　

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
に
も
、
衛
生

教
育
を
す
る
に
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

運
営
す
る
に
は
多
く
の
も
の
や
お
金
が

必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

は
人
材
は
育
た
ず
、
結
果
と
し
て
長
期

的
な
効
果
を
失
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
地
域
の

人
々
が
自
分
た
ち
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る
が
、
彼
ら

が
望
む
形
で
同
じ
こ
と
を
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
こ
そ
、
本
当
に
効
果
の
高
い

支
援
と
い
え
る
。

　

戦
後
急
成
長
を
遂
げ
た
日
本
は
、
海

外
か
ら
多
く
の
事
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、

海
外
支
援
活
動
で
は
、
多
く
の
こ
と
を

伝
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
地
域

の
や
り
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
新
た
な
方

法
を
見
つ
け
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
事
業

を
行
え
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
地
域

の
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
学
び
合
う
機
会
を

設
け
、
住
民
と
ス
タ
ッ
フ
が
積
極
的
に

交
流
す
る
こ
と
も
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

活
動
を
進
め
て
い
く
手
段
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

互
い
に
学
び
合
う

心
を
忘
れ
な
い
。

受益者が直接的に得る「もの」がわ
かりやすいミャンマーと比較すると、
ベトナムはソフト面、「人」に対象
を絞るため、特に成果が見えづらい
活動になる。例えば、盲学校の生徒
を対象としたマッサージ訓練や子ど
もを中心に行う環境教育、農家のバ
イオグループ活動などは、数値での
成果は測れないが、彼らの成長を常
に軸に置き、いずれは自立していく
ことができるように、活動を進めて
いる。

ベトナム

BAJの特長である「人材育成」はミ
ャンマーの活動に深く根付いている。
学校建設などの工事が行われる現場
では、地域の人々を雇用し、オン・ザ・
ジョブ・トレーニング（OJT）とし
て大工や左官の技術を教えている。
なかには、そこで学んだ技術をもと
に、新たな職を見つける人も。さら
に独立して起業するスタッフもでて
きた。

ミャンマー

→P21参照
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フエ市で農家が中心となって実施し
ている産直市やエコ・ツーリズムの
活動は、地域のリーダーを日本に招
き、日本の事例を紹介したことから
始まっている。新たな視点を持ち、
地域に根強く残っている問題を振り
返ったときに、衰退しつつある農業
をもう一度盛り上げていくため、「観
光」という手法へと行きついた。

ベトナム

震災から2年半が経過し、震災以前
から問題になっていた超高齢化や過
疎化、産業の衰退といった問題が根
底に見えるようになってきた。震災
により、人やものの動きが盛んにな
ったことで、第3者の目が入りやす
くなり、これをチャンスととらえ、
新しい解決方法を考えていくことも
重要となっている。

東北

→P28参照

地域行政と信頼関係を構築し、活動
を実施している。BAJがフエ市トゥ
イスワン地区の区長を日本に数回招
き、農家の生活やエコツーリズムの
取り組み、産直市など、地域に密着
した事例を紹介したことをきっかけ
に、同地区で農家との活動が始まっ
た。今でも区長の強い協力を得るこ
とができている。

ベトナム

特に重点を置いているのは、ローカ
ルスタッフや地域政府との信頼関係
の構築だ。ローカルスタッフが長期に
渡って活動に参加し、経験と実績を
積むことで誰よりも信頼のおける存
在になっている。また、地域政府も
活動に非常に協力的になってくれる。

ミャンマー

→P17参照

　

部
外
者
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
こ
と
が

あ
る
。
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
い
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
る
こ
と
に

集
中
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
第
3
者
の

視
点
を
持
ち
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
提

案
す
る
こ
と
で
良
い
化
学
反
応
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
。

「
よ
そ
者
」だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

　

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
決
定
権
を
持

つ
現
地
政
府
や
地
域
の
役
人
、
そ
し
て

ス
タ
ッ
フ
と
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
て

い
く
こ
と
だ
。
彼
ら
に
は
、
自
身
の
考

え
方
や
方
法
が
あ
り
、
そ
れ
を
尊
重
し

て
い
く
こ
と
で
、
B
A
J
を
信
頼
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
お
互
い
に
尊

重
し
合
う
こ
と
で
素
早
い
対
応
や
情
報

の
入
手
、
活
動
へ
の
長
期
的
な
協
力
体

制
が
自
然
と
で
き
上
が
っ
て
い
く
。

地
域
行
政
と
の
信
頼
関
係
は

活
動
の
原
動
力
で
あ
る
。
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ホーチミン市アンカイン地区の補習クラス

1982年	 11月	 BAJ創立者の新石正弘が、ベトナム戦争

	 	 激戦地のクーチに、生活支援用の発電機を寄贈

1990年	 7月	 ホーチミン市第8区のろう学校へ米などを支援

1992年	 5月	 中古ごみ収集車の寄贈を受け、

	 	 ベトナム各都市に送る

1993年	 10月	 インドシア市民協力センター（BAJの前身）設立

1994年	 10月	 ホーチミン市、ハノイ市、ハイフォン市の

	 	 ごみ処理の調査を実施

1995年	 2月	 フエ市の環境問題行政担当者を招へいし、

	 	 日本での視察、市民団体との交流を実施

1997年	 5月	 中古点字印刷機をホーチミン市

	 	 障害児教育センターに寄贈

2001年	 3月	 現地駐在連絡員をホーチミン市に派遣

	 	 日本国際協力銀行（JBIC）調査を受託

2002年	 11月	 ホーチミン市アンカイン地区で、

	 	 ごみリサイクルのパイロットプロジェクトを開始

2003年	 8月	 アンカイン地区で貧困層を対象に

	 	 マイクロクレジットによる

	 	 収入向上プログラム・貯金活動を開始

2004年	 9月	 ベトナム貧困層の就学支援を目的に

	 	 「輝けアジアの子ども基金」を創設

2008年	 4月	 ホーチミン市中学校で環境教育の活動開始

2009年	 12月	 ホーチミン市に放課後の時間を活用した

	 	 「ばじこ教室」を開設

2011年	 4月	 フエ市の養豚農家を対象とした、バイオガス

	 	 ダイジェスターの設置事業、

	 	 バイオグループの活動を開始

2012年	 2月	 フエ市トゥイスワン地区での農家体験活動を開始

2012年	 8月	 バイオグループによる、仲介を通さない

	 	 豚の販売を開始

2012年	 10月	 バイオグループによる、特産品の販売を開始

・ ホーチミン

・ フエ

・ クイニョン

・ ハノイ

・ ハイフォン ベ
ト
ナ
ム

社
会
主
義

共
和
国

事業概要

ホーチミン市で、2002年より子どもを中心とした環境
教育活動、2009年からは放課後を利用した「ばじこ教
室」の運営を行っている。環境教育活動では、子どもた
ちのグループをつくり、ごみのポイ捨てが多く、ごみ
収集が行き届かない地域で、彼らが主体となったごみ
集め・ごみ分別の活動を実施している。また、ベトナム
の学校は詰込み型の授業が中心となっており、図工や
工作、観察など、手を動かす形の授業があまりない。
ばじこ教室では、体を使った授業を行い、楽しみなが
ら学ぶ工夫をしている。

子ども

あゆみ

Viet Nam
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ごみ分別活動に参加し、笑顔の男の子

「子ども環境クラブ」メンバー 環境活動に参加する水上生活地域の子
どもたちが川を清掃

建設後のバイオガスダイジェスター

フエの養豚農家が飼育する豚 スタッフを対象に観光客受け入れの練習

フエ市トゥイスワン地区には、多くの零細農家が暮ら
している。この地域では豚や牛、ニワトリなどの畜産
も小規模に実施されている。しかし、ブタの糞尿は垂
れ流されて、そのまま庭の片隅に放置されたり、川へ
と流されたりしていることが多いため、臭いによる近
隣住民からの苦情、衛生上の問題につながる。BAJで
はバイオガスダイジェスター（BD）を活用した環境問
題への取り組みを実施。養豚農家を対象とし設置費用
を補助し、彼ら自身の手で建設を行ってもらっている。
BDを導入することで、糞尿をたい肥に変えることが
できるだけでなく、発生したメタンガスを、家族の食

事や豚のえさの調理などに使うことができる。結果と
して、燃料を購入する必要がなくなるため、家計の助
けとなっている。
また、農家を中心としたグループをつくり、地域の観
光資源の発掘や地元の作物を活用した加工品の開発を
行っている。フエ市には王宮跡などの世界遺産が存在
するため観光客が多いが、大きな観光地のみ巡ってし
まうため、農家自身の収入へとつながることが少ない。
観光客を取り込む方法を確立していくことで、地域の
活性化や農家の収入の向上へとつなげることを目的と
している。

農家
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子
ど
も
を
巻
き
込
み

地
域
と
歩
む

片
山
恵
美
子
／
B
A
J
ベ
ト
ナ
ム
連
絡
員
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「
ご
み
」
を
き
っ
か
け
に
ア
ン
カ
イ
ン
地

区
で
の
活
動
を
開
始
し
た
も
の
の
、
地
域

の
人
た
ち
と
多
く
関
わ
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
ご
み
の
問
題
以
外
に
も
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
高
利
貸
し
か
ら
の
借
金
地
獄
、
不
安

定
な
収
入
、
学
校
に
通
え
ず
宝
く
じ
売
り

や
靴
磨
き
で
お
金
を
稼
ぐ
子
ど
も
た
ち
。

都
市
の
住
宅
密
集
地
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
ト
イ
レ
が
な
く
外
で
用
を
足
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
生
活
環
境
…
。

　

B
A
J
ベ
ト
ナ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
駐

在
・
現
地
ス
タ
ッ
フ
含
め
、
こ
れ
ら
の
問

題
解
決
の
た
め
の
特
別
な
専
門
が
あ
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
B
A
J

が
合
言
葉
に
し
て
い
る
「
と
も
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
と
も
に
汗
を
流
す
」
方
針
に

基
づ
き
、
地
域
の
人
た
ち
の
声
を
じ
っ
く

り
聴
き
な
が
ら
、
地
域
の
人
た
ち
と
共
に

解
決
策
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
ア
ン
カ
イ
ン
地
区
の
人
々
が
利
用

し
て
い
た
高
利
貸
し
の
中
に
は
、
利
子
が

月
70
％
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
1
万
円
を
借
り
る
と
、
毎
月
利
子

分
だ
け
で
7
千
円
。
元
金
が
全
く
減
ら
な

い
ま
ま
毎
月
利
子
分
の
み
を
返
済
し
続
け

る
、
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
学
費
を
支
払
う
た
め
に
お

金
を
借
り
て
も
返
済
の
見
込
み
は
立
た
ず
、

ま
し
て
や
、
子
ど
も
が
4
人
、
5
人
に
も

　

ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

対
象
と
し
た
B
A
J
の
活
動
は
、
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
ア
ン
カ
イ
ン
地
区
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
2
0
0
2
年
の
こ
と
で
す
。

当
時
の
ア
ン
カ
イ
ン
地
区
は
、
低
所
得

世
帯
が
多
く
居
住
す
る
地
域
で
し
た
。

再
開
発
に
伴
う
住
民
移
転
に
よ
り
、
今

は
み
ん
な
ば
ら
ば
ら
の
場
所
に
住
ん
で

い
ま
す
。
ア
ン
カ
イ
ン
地
区
は
土
地
が

低
く
沼
の
多
い
場
所
で
、
満
潮
時
に
大

雨
が
降
る
と
一
帯
が
冠
水
し
て
し
ま
う

よ
う
な
所
で
す
。
当
時
、
こ
の
地
域
は

ご
み
収
集
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
住
民
た
ち
も
沼
に
ご
み
を
投
げ

捨
て
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
冠

水
す
る
と
あ
た
り
一
面
ゴ
ミ
だ
ら
け
で

し
た
。
と
り
わ
け
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
の

ご
み
は
い
つ
ま
で
も
分
解
さ
れ
な
い
の

で
、
ず
っ
と
地
域
の
中
に
残
っ
て
し
ま

い
、
た
い
へ
ん
不
衛
生
な
状
態
で
し
た
。

B
A
J
は
当
時
ベ
ト
ナ
ム
の
ご
み
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

「
ご
み
」
を
テ
ー
マ
に
同
地
区
の
現
状
改

善
に
向
け
て
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
始
ま
り

な
る
と
、
資
金
は
と
て
も
準
備
で
き
な
い

状
況
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
B
A
J

は
月
利
0
・
6
％
で
学
費
支
払
用
の
融
資

貸
出
し
を
開
始
。
こ
の
地
域
の
人
た
ち
は

小
売
り
や
日
雇
い
な
ど
、
日
単
位
で
の
収

入
形
態
だ
っ
た
の
で
、
月
ご
と
で
は
な
く
、

週
ご
と
の
返
済
と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

小
規
模
融
資
を
利
用
し
た
人
た
ち
に
貯
金

を
勧
め
、
次
年
度
の
学
費
納
付
時
期
に
は
、

借
金
を
し
な
い
で
自
分
の
貯
金
か
ら
学
費

を
賄
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
は
、
学

校
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
も
低
所
得
地
域

の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
い
じ
め
ら

れ
る
な
ど
し
て
、
学
校
嫌
い
に
な
っ
て
し

ま
う
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
学
校
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
も
、「
別
に
か
ま
わ
な
い

よ
、
仕
事
し
て
お
金
を
稼
い
で
お
い
で
」

と
い
う
姿
勢
の
親
が
多
く
い
ま
し
た
。
就

学
状
況
向
上
に
は
、
経
済
面
で
の
サ
ポ
ー

ト
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
心
理
面
の

サ
ポ
ー
ト
や
親
た
ち
へ
の
働
き
か
け
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
地
域
の
中
で
補

習
ク
ラ
ス
を
開
始
。
地
域
住
民
の
部
屋
の

一
角
を
借
り
、
そ
こ
に
子
ど
も
た
ち
を
集

子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら

大
人
の
理
解
を
深
め
る

Viet Nam

補習クラスの保護者会缶に絵を描いてごみ箱をつくる子どもたち

ご
み
問
題
の
活
動
か
ら
さ
ら
に

様
々
な
活
動
へ
と
発
展
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っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
ア
ン
カ
イ
ン
地
区
で
は
、
学

校
に
行
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
る
の
は
当
た
り
前
の
光
景
で

し
た
が
、
補
習
ク
ラ
ス
を
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
勉
強

し
て
い
る
様
子
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
面
積
の
狭
い
家
が
密

集
し
て
立
ち
並
ぶ
こ
の
地
域
で
は
、
隣
の

家
の
テ
レ
ビ
の
音
量
も
、
男
性
た
ち
が
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
話
す
大
き
な
声
も
、
近

所
み
ん
な
で
共
有
し
あ
う
も
の
、
と
い
う

雰
囲
気
で
し
た
が
、
補
習
ク
ラ
ス
が
日
常

に
な
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
勉
強

を
気
遣
い
、
補
習
時
間
中
は
大
き
な
音
を

た
て
な
い
よ
う
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

活
動
を
継
続
し
て
い
く
う
ち
に
、
就
学

年
齢
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
小
学
校
に
通

っ
た
こ
と
が
な
い
子
や
、
小
学
校
中
退
の

子
が
多
か
っ
た
地
域
で
、
中
学
校
進
学
が

当
た
り
前
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、
活

動
を
開
始
し
た
当
初
、
最
年
長
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
高
校
に
進
学
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、「
高
校
進
学
」と
い
う
新
し
い
道
が

開
け
、
2
0
1
1
年
に
は
大
学
に
進
学

す
る
子
も
出
て
き
ま
し
た
。

め
て
、
さ
ら
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
大
学
生

た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
と
な
っ
て
、

学
校
の
補
習
を
行
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

補
習
ク
ラ
ス
を
通
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
や

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
子
ど
も
た
ち
が

ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
接
す
る
機
会
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
学
校
で
起
き
た

こ
と
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
の
話
を
聞
き
、

勉
強
に
追
い
付
い
て
い
け
る
よ
う
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
補
習
ク
ラ

ス
の
保
護
者
会
を
定
期
的
に
開
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
報
告
し
た
り
、
逆
に
、

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
の
要
望

を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

を
繰
り
返
す
に
つ
れ
て
、
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
た
ち
も
、
徐
々
に
自
分
の
子
ど
も

の
教
育
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

　

2
0
0
2
年
に
ご
み
の
問
題
を
テ
ー

マ
に
ア
ン
カ
イ
ン
地
区
に
入
っ
た
当
初
は
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
問
題
に
こ
の
よ
う

に
深
く
関
わ
り
、
地
域
の
人
々
の
認
識
に

大
き
な
変
化
を
起
こ
す
ま
で
に
な
る
こ
と

は
、
正
直
想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
最
初
に
設
定
し
た
特
定
の
テ
ー

マ
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
人

た
ち
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
何
か
を
敏
感

に
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
姿
勢
を
常
に

保
ち
、
B
A
J
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
を
、
地
域
の
人
た
ち
と
接
す
る

中
で
考
え
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ア
ン
カ
イ
ン
地
区
で
補
習
ク
ラ
ス
を
開

始
し
て
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
頃
、
女
性

た
ち
と
実
施
し
て
い
た
資
源
ゴ
ミ
の
分
別

回
収
活
動
に
、
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
も

自
然
と
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。「
補
習
ク
ラ
ス
の
先
生
で
あ
る
大
好

き
な
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち

（
B
A
J
ス
タ
ッ
フ
や
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
が
来
て
い
る
か
ら
一
緒
に
参
加
し

よ
う
！
」
子
ど
も
た
ち
の
動
機
は
些
細
な

も
の
で
す
。
こ
の
「
楽
し
い
か
ら
参
加
す

る
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
活

地
域
環
境
改
善
活
動
の
展
開

BAJ創始者の新石と笑顔の子どもたち

学生ボランティアが勉強を教える自分の地域の地図を作成

対
象
の
子
ど
も・家
族
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、地
域
全
体
の
変
化
へ
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ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
を
作
る
に
は
あ
ま
り
に

も
お
金
が
か
か
る
こ
と
が
判
明
し
、「
川

沿
い
に
植
林
を
し
て
川
岸
を
守
る
」
と
い

う
意
見
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、「
ど

ん
な
木
で
あ
れ
ば
、
水
に
浸
か
っ
て
も
大

丈
夫
か
？
」
と
い
う
疑
問
が
出
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
地

域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
や
、
木
の
専

門
家
「
植
木
職
人
さ
ん
」
の
意
見
を
聞
き

に
行
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
結
論
を
、
地
域
の
お
じ

さ
ん
・
お
ば
さ
ん
た
ち
に
提
案
す
る
「
会

議
」
の
場
を
設
け
、
子
ど
も
も
大
人
も
一

緒
に
な
っ
て
解
決
策
を
話
し
合
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
観
察
・
聞
き
取

り
調
査
を
し
た
り
、
あ
れ
こ
れ
話
し
合
っ

た
り
し
、
更
に
は
地
域
の
大
人
た
ち
も
巻

き
込
み
な
が
ら
物
事
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
、
あ
る
意
味
ま
ど
ろ
っ
こ
し
く
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
計
画
し
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
よ
う
に
は
進
ま
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

B
A
J
の
ス
タ
ッ
フ
が
専
門
家
の
先

生
の
意
見
を
聞
い
て
「
護
岸
方
法
」
を
決

定
し
、
実
行
し
た
な
ら
ば
、
も
っ
と
迅
速

に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
の
「
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
」
プ

ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
同
士
の
話
し

合
い
か
ら
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び

が
あ
り
、
子
ど
も
と
大
人
と
の
話
し
合
い

か
ら
生
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
が
あ
り
、

ま
た
、
そ
う
し
た
過
程
で
ス
タ
ッ
フ
自
身

が
学
ぶ
こ
と
・
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
合
い

は
お
互
い
を
尊
重
す
る
関
係
を
築
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、「
押
し
付
け

ら
れ
て
わ
か
る
」
の
で
は
な
く
、「
学
び

合
い
の
中
で
納
得
・
実
感
し
た
上
で
わ
か

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
学
び
が
次
の

活
動
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
ス
タ
ッ
フ
も

互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら

活
動
を
進
め
て
い
く

か
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
も
っ
と
住

み
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
取
り
組
む
「
子

ど
も
環
境
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
へ
と
発
展
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
が
ど
ん
な
課
題
を
抱

え
て
い
て
、
も
っ
と
住
み
や
す
く
す
る
た

め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
を
、

調
べ
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
あ
が
っ
た
提
案
の
ひ

と
つ
に
、「
川
沿
い
の
路
地
が
崩
れ
か
け

て
き
て
危
な
い
か
ら
何
と
か
し
な
い

と
！
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
以

前
は
川
沿
い
に
家
が
立
ち
並
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
ら
の
家
々
の
立
退
き
で
、

路
地
が
川
の
干
満
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け

る
よ
う
に
な
り
、
道
が
崩
れ
て
き
て
い
た

た
め
、
地
域
の
人
た
ち
の
間
で
も
心
配
の

声
が
あ
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
子
ど
も

た
ち
と
作
戦
会
議
を
始
め
ま
し
た
。

「
こ
れ
以
上
崩
れ
な
い
た
め
に
は
ど
う
や

っ
て
川
岸
を
守
っ
た
ら
い
い
の
か
？
」

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
？
」

「
他
の
川
沿
い
の
地
域
は
ど
う
や
っ
て
い

る
の
？
」

「
メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
遠
足
に
行
っ
た
時
は
、

川
沿
い
に
木
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
。」

　

実
際
に
舟
で
川
を
移
動
し
な
が
ら
、
他

の
地
域
の
護
岸
方
法
に
つ
い
て
観
察
・
調

査
を
し
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ

地域の家をたずねて分別した資源ごみを回収

Viet Nam
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Myanmar

事業概要

あゆみ

ミ
ャ
ン
マ
ー

連
邦
共
和
国

・ マグウェ

・ モーラミャイン　・ 
ヤンゴン　・ 

ラプタ

・ マウンドー

・ シトウエ

ラカイン州北部・マウンドー：UNHCRの要請を受け、
1995年から車両等の整備を開始した。バングラデシ
ュに難民として流出していた人々が帰還するにあたり、
多くの国連機関や国際NGOが支援活動を開始するな
か、この地域には車両を整備できるキャパシティがな
く、BAJに車両整備の要請があった。それ以降、車両や
機械類の整備を継続して実施している。

機械整備 中央乾燥地域：1999年から深井戸（1本150m～200m

程度）を掘削することで、特に乾季の水不足に悩まさ
れる地域の人々へ生活用水を供給。また、故障してい
る深井戸の修理を行う他、地元の青年を中心とし、自
ら修理できるようにするためのチームを結成した。
南東国境地域：雨季は雨が多いものの、乾季になると
水不足になるため、地域の特性にあった給水施設（浅
井戸、雨水貯水タンク、重力流パイプラインなど）を建
設している。

水

井戸の水で手洗い

1994年	 10月	 UNHCRの要請により、ラカイン州での

	 	 事業実施を決定

1995年	 1月	 ラカイン州での事業開始

	 10月	 同州にBAJ技術センター完成

1997年	 2月	 同州で職業技術訓練コースを開始

1998年	 8月	 同州で橋梁建設を開始

1999年	 1月	 同州で裁縫訓練コースを開始

1999年	 4月	 中央乾燥地域で生活用水供給事業実施を決定

	  12月	 同地域で第一号井戸を掘削

2001年	 9月	 ラカイン州シトウェ郡に技術訓練学校を開校

2004年	 6月	 ミャンマー南東部タイ国境地域の56か村で

	 	 生活用水供給事業を実施

2006年	 1月	 シトウェの技術訓練学校をカウンターパートへ

	 	 引き渡す準備を開始（2007年、引き渡し完了）

2008年	 5月	 サイクロンナルギスが上陸。甚大な被害をもたらす

	 	 被災地を対象とした救援物資の配給、

	 	 学校の修復・再建を開始（2010年、引き渡し完了）

2010年	 2月	 技術部長の木村が急逝。長年に渡りミャンマー・

	 	 中央乾燥地域で人材を育成してきた

	 	 彼の不在は、技術力の向上を目指すBAJにとって

	 	 大きな痛手となった

2012年	 5月	 大規模な民族間衝突が勃発

	 	 これにより、ラカイン州マウンドー事務所を一時閉鎖

	 	 事業も一時的に縮小し、稼働

2012年	 11月	 民族間衝突の被災者を対象としたシェルター建設開始

2012年	 9月	 シトウェ周辺にて、小学校建設事業を開始

	 	 5年間で100校の建設を目指す
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エンジンパーツの洗浄について学ぶ

ミャンマーには義務教育がないため、学校に通えない子ども

が多い

BAJミャンマーでは、給水施設や学校、橋などの建造
物を提供するだけでなく、地元参加で建設等を行うな
ど、技術訓練による人材育成を実施している。雇用の
機会だけでなく、特にやる気のある若者については、
技術訓練コースを設け、より高いレベルの研修機会を
提供する。今までに、車両整備や井戸掘削・修繕、物理
探査等の技術訓練を実施、現在もBAJのスタッフとし
て活躍している者も多い。

人材育成

ラカイン州北部・マウンドー：辺境地域で、かつアクセ
スが非常に悪いことで、女性が就ける仕事が非常に限
られており、また95％の住民がムスリムで、女性が外
に働きに出ることが好まれない傾向にある。このため、
裁縫や刺繍など、手に職をつける機会を提供すること
で、生計の助けとなるよう、女性を対象とした裁縫訓
練や母子保健衛生、識字教育などを実施している。

女性 基礎インフラ

ラカイン州北部：雨季になると川が氾濫するほどの雨
が降るが、木造の橋など、インフラ環境は整っていな
い。川の氾濫で橋は簡単に流されてしまい、アクセス
の改善を必要としていた。1998年8月より橋梁の建設
を実施している。

橋

ミャンマーでは、地域にある木や竹材で校舎を建てて
いるが、厳しい気候のために長期間の使用はむずかし
く、修復や再建が必要な、危険な校舎が多い。BAJは鉄
筋を入れたコンクリートの安全な校舎を建設してきた。
2012年からはラカイン州シトウェで、5年間で100校
の校舎建設を開始している。

学校

井戸掘削の現場
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19
世
紀
後
半
に
英
国
の
植
民
地
下
に
あ

っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
人
口
の
約
7
割
を
占

め
る
ビ
ル
マ
族
を
如
何
に
統
治
す
る
か
が 

英
国
の
植
民
地
政
策
の
最
重
要
課
題
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
英
国

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
カ
レ
ン
族
、
カ
チ
ン

族
、
チ
ン
族
な
ど
の
少
数
民
族
を
キ
リ
ス

ト
教
に
改
宗
さ
せ
、
同
じ
く
植
民
地
で
あ

っ
た
イ
ン
ド
の
人
々
を
移
住
さ
せ
、
ビ
ル

マ
族
を
統
治
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
カ
レ

ン
族
を
英
国
人
の
下
に
お
き
ビ
ル
マ
族
の

上
位
に
お
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
カ
レ
ン

族
の
人
々
が
望
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
統

治
者
の
英
国
人
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
立

ア
ジ
ア
の
一
員
で
あ
る

日
本
が
ア
ジ
ア
を
支
援

米
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
一
度
同
行
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
自
己
紹
介
に
も
十
分
な

時
間
を
か
け
ず
二
言
目
に
は
「
あ
な
た
の

地
域
の
課
題
は
な
ん
で
す
か
？
」
と
質
問

し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
地
方
政
府
の
局
長

は
「
あ
な
た
た
ち
に
そ
れ
を
言
う
必
要
が

あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
は
み
ん
な
が
平
等
で
一
緒

に
仲
良
く
遊
び
、
勉
強
し
て
知
識
を
得
る

と
こ
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
欧
州
か
ら
き

た
国
連
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
学
校
に
来
て
子
ど

も
た
ち
の
ラ
ン
ク
分
け
を
始
め
ま
し
た
。

彼
ら
の
規
定
に
あ
っ
た
貧
困
レ
ベ
ル
に
い

る
家
に
の
み
支
援
物
資
を
配
布
す
る
た
め

で
す
。
当
時
い
た
B
A
J
の
駐
在
員
は
、

国
連
メ
ン
バ
ー
に
「
お
ま
え
た
ち
が
や
っ

場
だ
っ
た
の
で
し
た
。
そ
の
後
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
独
立
は
、
ビ
ル
マ
族
の
独
立
で
も

あ
り
ま
し
た
。
統
治
さ
れ
て
い
た
側
が
独

立
に
よ
り
、
地
位
を
向
上
さ
せ
、
統
治
し

て
い
た
側
に
い
た
少
数
民
族
が
、
不
安
定

な
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

途
上
国
支
援
は
主
に
欧
米
諸
国
に
長
い

歴
史
が
あ
り
、
資
金
力
も
戦
略
も
日
本
と

比
べ
た
ら
そ
の
内
容
に
は
雲
泥
の
差
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
植
民
地
政
策
と
し

て
彼
ら
が
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
今
も
な

お
世
界
中
の
多
く
の
国
々
や
立
場
の
弱
い

人
々
を
苦
し
め
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
村
落
や
中
央
・
地
方
政

府
高
官
と
話
す
と
、
ア
ジ
ア
人
同
士
共
通

す
る
空
気
が
あ
り
、
仕
事
が
自
然
に
進
む

の
を
感
じ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
欧

溜池の水を布でこして生活用水に使う

国
づ
く
り
に
貢
献
す
る

人
材
育
成

森 

晶
子
／
B
A
J
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
代
表
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は
他
国
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
非
道
な

こ
と
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
人
た
ち
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
戦
後
、
日
本
が
食
糧
難
だ
っ
た

時
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
お
米
で
飢
え

を
し
の
い
だ
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
恩
返
し

を
し
て
い
る
気
持
ち
で
村
落
住
民
の
方
々

と
接
し
て
い
ま
す
の
で
、
他
国
と
は
異
な

る
特
別
な
感
情
が
底
辺
に
流
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
資
源
を
利
用
し
て
最
大
の
効

果
を
、
と
い
う
の
が
N
G
O
の
ポ
リ
シ

ー
で
す
。
一
方
で
、
人
材
育
成
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
事
業
の
報
告
書
に
は
決

し
て
出
て
こ
な
い
人
材
育
成
の
一
例
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

ミ
ョ
ウ
ミ
ン
ゾ
ウ
さ
ん
は
中
央
乾
燥
地

域
マ
ン
ダ
レ
ー
に
あ
る
古
都
バ
ガ
ン
の
出

身
。
彼
は
現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
る

と
同
時
に
区
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
彼
が

学
生
の
時
分
は
大
学
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
た

の
で
、
マ
ン
ダ
レ
ー
大
学
を
通
信
教
育
で

修
め
ま
し
た
。
1
9
9
9
年
、
縁
あ
っ

て
B
A
J
に
入
職
し
地
質
調
査
補
佐
と

し
て
電
気
探
査
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
同

時
に
村
落
開
発
に
つ
い
て
も
学
び
を
深
め

て
い
き
ま
し
た
。
日
本
人
職
員
や
専
門
家

て
い
る
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
石
を
投

げ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
言
い
ま
し

た
。

　

日
本
人
・
日
本
の
N
G
O
は
ア
ジ
ア

の
一
員
と
し
て
ア
ジ
ア
の
国
の
人
々
と
一

緒
に
、
そ
の
地
の
文
化
を
理
解
し
尊
重
し
、

信
頼
関
係
を
築
き
質
の
良
い
支
援
を
行
え

ま
す
。
B
A
J
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は

『
そ
こ
に
い
る
人
を
良
く
見
つ
め
る
（
尊

重
）』
と
い
う
支
援
の
最
も
基
本
的
な
行

為
に
徹
し
て
い
る
の
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
舞
台
と
な
っ
た
小

説
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
に
も
あ
る
通
り
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
村
落
を
ま
わ
る
と
戦
争
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
と
て
も
多

く
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
日
本
軍
の
影
が
あ

り
ま
す
。
村
の
長
老
が
突
然
、
軍
歌
を
歌

い
だ
し
た
り
、
ケ
ン
ペ
イ
タ
イ
と
呼
ば
れ

る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
あ
っ
た
り
。

　

あ
る
日
、
僧
侶
が
遠
路
は
る
ば
る
井
戸

を
掘
っ
て
ほ
し
い
と
、
古
び
た
手
紙
を
も

っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
は
、

漢
字
片
仮
名
ま
じ
り
文
で
書
か
れ
た
感
謝

状
で
し
た
。
食
事
や
身
の
回
り
の
世
話
な

ど
を
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
に
、
日
本
兵
が

残
し
て
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
話
を
聞
く
限
り
、
日
本
軍

戦
争
と
の
つ
な
が
り

時
間
の
か
か
る
人
材
育
成

掘削した井戸にたまった泥水を出すあいだ、噴き出す水に集まる村人

Myanmar
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も
っ
て
大
き
な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い

ま
す
。
B
A
J
で
の
７
年
が
今
の
彼
に

影
響
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
元
B
A
J
ス
タ
ッ
フ
が

自
分
の
住
む
地
域
で
大
き
な
変
化
を
起
こ

す
行
動
を
起
こ
し
始
め
た
こ
と
は
確
か
で

す
。

　

彼
は
、
区
長
と
は
別
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

と
い
う
顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。
B
A
J

で
学
ん
だ
地
質
調
査
方
法
で
デ
ー
タ
を
駆

使
し
、
収
入
を
得
て
家
族
を
養
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
B
A
J
の
技
術
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
時
間
の
許
す
限
り
事
務
所

に
顔
を
出
し
て
、
後
輩
た
ち
に
助
言
を
与

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
地
質
調
査
の
技
量

に
お
い
て
は
彼
の
右
に
出
る
も
の
が
お
ら

ず
、
時
々
、
仕
事
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

彼
は
、
自
分
が
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は

B
A
J
の
お
陰
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

謝
礼
金
を
一
切
受
け
取
ら
ず
仕
事
を
請
け

負
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
彼
自
身
の
発
案

で
掘
削
チ
ー
ム
を
テ
コ
入
れ
す
る
研
修
を

企
画
し
後
輩
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
18
年
間
B
A
J
が
活
動

を
続
け
て
き
た
な
か
に
は
、
多
く
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
ス
タ
ッ
フ
や
被
益
者
た
ち
が
い

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
が
、
今
後
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
国
造
り
や
発
展
の
過
程
で
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
多
く
を
学
び
、
自
分
の
生
ま
れ
た
故

郷
で
B
A
J
が
行
う
井
戸
掘
削
や
村
落

開
発
の
仕
事
に
7
年
間
従
事
し
た
後
、
井

戸
掘
削
会
社
を
起
業
し
て
B
A
J
を
退

職
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
政
権
と
な
り
、
昔
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
ミ
ョ

ウ
ミ
ン
ゾ
ウ
さ
ん
の
姿
勢
が
か
わ
れ
、
長

老
か
ら
の
絶
大
な
信
頼
を
得
て
区
長
に
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
就
任
当
初
、
彼
自
身
が
大
き
な
組

織
を
運
営
し
て
い
く
醍
醐
味
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
4
、
5
カ
月
経
過

す
る
と
彼
は
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
。
区
長

へ
の
不
満
が
漏
れ
始
め
て
き
た
の
で
す
。

彼
の
組
織
運
営
方
法
が
こ
れ
ま
で
の
も
の

と
大
き
く
違
う
こ
と
が
、
原
因
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

誰
か
ひ
と
り
の
意
見
や
指
示
が
絶
対
で

既
存
の
規
則
に
従
う
や
り
方
に
対
し
、
ミ

ョ
ウ
ミ
ン
ゾ
ウ
新
区
長
の
ス
タ
イ
ル
は
、

参
加
型
で
全
員
が
平
等
の
機
会
を
得
て
責

任
を
持
つ
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

つ
い
に
区
の
掲
示
板
に
「
我
々
は
新
区

長
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
自
分
で
辞
任

す
る
か
、
我
々
が
解
雇
す
る
か
ど
ち
ら
か

選
ぶ
よ
う
に
」
と
い
う
書
面
が
掲
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
掲
示
が
貼
ら
れ
る
前
に
あ
る
で
き

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。
治
安
が
悪
化
し
区

内
に
泥
棒
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
た
の
で

す
。
捕
ま
っ
た
泥
棒
は
、
10
歳
〜
16
歳
の

若
者
。
長
老
グ
ル
ー
プ
の
、「
泥
棒
は
警

察
に
突
き
出
せ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
に

対
し
、
ミ
ョ
ウ
ミ
ン
ゾ
ウ
区
長
は
、
な
ぜ

若
者
が
泥
棒
を
す
る
に
至
っ
た
の
か
原
因

究
明
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
そ
れ

以
外
の
会
議
を
行
う
時
も
、
区
長
は
参
加

者
全
員
に
意
見
を
発
表
す
る
場
を
あ
た
え

て
苦
情
に
も
聞
く
耳
を
も
っ
た
そ
う
で
す
。

　

軍
事
政
権
の
影
響
で
、
長
い
間
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
運
営
方
法
が
当

た
り
前
で
し
た
。
会
議
を
し
て
合
意
形
成

な
ど
し
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
な
の
で
す
。

新
区
長
の
や
り
方
を
み
た
長
老
グ
ル
ー
プ

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
問
題
が
次
々
と
議
題

に
の
ぼ
り
、
収
集
が
つ
か
な
く
な
る
と
判

断
し
た
よ
う
で
す
。

　

ミ
ョ
ウ
ミ
ン
ゾ
ウ
さ
ん
は
今
、
勇
気
を 地質探査の実施中

溶接の技術を学ぶ若者たち
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長
期
的
な
支
援
を
考
え
る
時
、ま
ず「
長

期
」
の
定
義
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
十
年
一
昔
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
長
期
と
は
お
お
よ
そ
十
年

前
後
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
十
年

の
時
間
の
中
で
は
世
の
中
の
状
況
も
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
状
況
が
変
わ
れ
ば

価
値
観
、
考
え
方
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
の

先
を
見
通
し
て
支
援
の
仕
事
を
す
る
と
な

る
と
、
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。

　

B
A
J
の
行
う
長
期
支
援
に
つ
い
て
、

私
は
2
つ
の
面
に
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
支
援
、

も
う
ひ
と
つ
は
長
期
に
渡
っ
て
継
続
す
る

長
期
的
視
野
に
立
っ
た
支
援

た
技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
が
そ
れ
に
あ

た
り
ま
す
が
、
何
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

コ
ー
ス
を
終
了
し
た
、
何
人
の
訓
練
生
が

こ
の
レ
ベ
ル
の
技
術
を
習
得
し
た
、
と
い

う
結
果
し
か
出
せ
な
い
の
が
本
当
の
と
こ

ろ
で
す
。
あ
と
は
訓
練
を
受
け
た
人
に
そ

の
技
術
を
ど
う
使
う
か
、
す
べ
て
委
ね
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
り
の
人
間
が

生
み
出
せ
る
将
来
の
可
能
性
は
大
き
い
の

で
す
。

　

2
つ
目
の
『
長
期
に
渡
る
支
援
活
動
の

継
続
』。
こ
れ
は
支
援
を
行
う
団
体
、
組

織
に
そ
の
体
力
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

支
援
で
す
。

『
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
支
援
』
に
も
二

通
り
の
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
B
A
J
が
過
去
に
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
数
多
く
建
設
し
て
き
た
橋
梁
、

学
校
、
深
井
戸
な
ど
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
な

支
援
で
す
。
B
A
J
は
こ
れ
ら
を
建
設

す
る
時
に
、
最
低
40
年
の
使
用
に
耐
え
る

構
築
物
を
念
頭
に
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
人
材
育
成
な
ど
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
支
援
で
す
。
開
発
事
業
の
根

幹
は
人
が
社
会
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
と
い
う
考
え
に
立
脚
し
て
い
ま
す
。
長

期
的
視
野
に
立
つ
、
極
め
て
結
果
を
予
測

し
難
い
不
安
定
な
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。

B
A
J
が
今
ま
で
に
数
多
く
や
っ
て
き

継
続
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
人
間
関
係

適
正
技
術
と

長
期
支
援

簑
田
健
一
／
B
A
J
テ
ク
ニ
カ
ル・デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Myanmar
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最
低
限
に
し
て
い
ま
す
。
比
較
的
大
き
な

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
作
業
で
も
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ミ
キ
サ
ー
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
用
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
等
が
導
入
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
す
。
地
域
の
誰
も
が
何
処

で
も
値
段
の
高
い
機
械
が
な
く
て
も
で
き

る
技
術
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
事

業
の
展
開
が
非
効
率
に
な
る
の
は
甘
ん
じ

て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
こ
の
レ
ベ
ル
で
良
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
機
械
力

を
十
分
に
利
用
し
て
、
作
業
効
率
を
上
げ

て
ゆ
く
工
法
に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
機
械
を
導
入

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
ハ
ッ
キ
リ
言
っ

て
し
ま
え
ば
活
動
資
金
で
す
。
長
期
に
渡

っ
て
活
動
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
る
ド
ナ

ー
を
探
す
の
は
至
難
の
業
で
す
。
短
期
的

な
公
的
資
金
や
数
少
な
い
ド
ナ
ー
か
ら
の

限
定
さ
れ
た
資
金
だ
け
で
、
長
期
に
渡
る

支
援
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
描
く
の
は
こ

れ
も
至
難
の
業
で
す
。
結
果
、
ひ
と
つ
の

方
向
性
と
暫
定
的
な
ゴ
ー
ル
の
設
定
の
繰

り
返
し
、
短
期
間
の
支
援
活
動
の
積
み
重

ね
で
長
期
の
継
続
支
援
を
成
り
立
た
せ
て

い
く
し
か
な
く
な
り
ま
す
。
実
際
B
A
J

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
18
年
の
間
に
取
り
え

た
手
法
は
こ
れ
で
し
た
。
不
安
定
な
資
金

確
保
は
事
業
の
現
場
に
大
き
な
負
担
を
か

け
て
し
ま
い
、
時
と
し
て
現
場
の
活
動
に

規
制
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
現
場
で
は
、
長
期
に
渡
っ
て
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
す
の
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

状
況
の
変
化
を
注
視
し
、
絶
え
ず
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
事
業
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
期
間
に
渡
る
支
援
活
動
の
継
続
に
は

多
か
れ
少
な
か
れ
、
地
域
経
済
や
地
域
に

あ
る
政
治
、
さ
ら
に
は
国
単
位
に
お
け
る

経
済
と
政
治
、
国
際
社
会
の
経
済
の
動
き

と
国
際
政
治
に
も
目
を
向
け
て
、
次
に
何

が
来
る
か
予
測
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
趣
味
的
な
自
己
満
足
要
素
の
強

支
出
が
許
さ
れ
ず
、
結
果
、
橋
脚
の
短
い

橋
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
川
が
一
年
の
う

ち
ご
く
限
ら
れ
た
期
間
だ
け
増
水
す
る
と

い
う
事
実
が
、
こ
の
建
築
を
可
能
に
し
た

訳
で
す
が
…
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
そ
の
後
も
事
業
予
算

の
制
約
か
ら
3
つ
の
沈
下
橋
を
建
設
し
て

お
り
、
今
で
も
キ
チ
ン
と
機
能
し
て
い
ま

す
。
沈
下
橋
の
ア
イ
デ
ア
は
建
設
資
金
に

限
度
が
あ
り
、
大
き
な
支
出
が
許
さ
れ
な

い
時
の
苦
肉
の
策
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
特
に
遅
れ
て
い
る
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
な
ど
は
、
日
本

で
使
わ
れ
て
い
た
、
ま
た
は
現
在
で
も
使

わ
れ
て
い
る
技
術
を
有
用
で
き
る
可
能
性

が
大
い
に
あ
る
の
で
す
。

　

一
般
的
に
技
術
と
言
わ
れ
る
の
は
、
機

械
を
導
入
し
た
技
術
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
地
域
社
会
で
は
い
ま
だ
に
多
く
を
人
力

に
頼
っ
て
お
り
、
効
率
性
、
そ
の
仕
事
の

質
に
お
い
て
は
ほ
め
ら
れ
る
水
準
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
機
械
の
導
入
に
よ
っ
て
技
術

に
幅
が
出
て
く
る
の
は
先
進
国
の
経
験
で

も
明
ら
か
で
す
が
、
機
械
の
導
入
に
費
や

す
お
金
を
持
た
な
い
地
域
で
は
人
力
に
そ

の
ほ
と
ん
ど
頼
る
し
か
な
く
、
技
術
が

1
0
0
％
活
か
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
も
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

B
A
J
の
事
業
は
、
機
械
の
使
用
を

い
小
さ
な
支
援
活
動
に
関
し
て
は
、
こ
の

限
り
で
は
な
い
と
も
い
え
ま
す
。
そ
れ
も

そ
れ
で
ま
る
っ
き
り
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

実
は
私
個
人
は
、
こ
の
小
さ
な
事
業
の
方

が
好
き
で
す
。
B
A
J
は
地
域
社
会
の
開

発
と
、
極
め
て
小
さ
な
社
会
へ
の
支
援
の

両
方
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

継
続
す
る
事
業
の
な
か
で
培
わ
れ
る
人

間
関
係
は
相
互
理
解
と
信
頼
に
つ
な
が
り
、

支
援
事
業
に
関
わ
る
人
の
意
識
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
最
終
的
に
は
、

支
援
さ
れ
る
側
も
支
援
す
る
側
も
お
互
い

に
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
る
関
係
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

B
A
J
が
目
指
す
も
の
は
こ
の
「
信
頼

と
感
謝
」
な
の
で
す
。

　

B
A
J
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
活
動
の

極
め
て
早
い
段
階
で
、
ラ
カ
イ
ン
州
マ
ウ

ン
ド
ー
の
北
側
の
川
に
、
水
没
し
て
も
大

丈
夫
な
沈
下
橋
を
建
設
し
ま
し
た
。
大
雨

で
過
去
に
何
回
も
高
さ
2
m
の
水
の
下

に
沈
ん
で
い
ま
す
が
、
大
水
が
出
な
い
時

は
橋
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
こ
の
橋

は
四
国
を
流
れ
る
四
万
十
川
に
か
か
る
沈

下
橋
を
模
し
た
も
の
で
す
。

　

沈
下
橋
が
建
設
さ
れ
た
当
時
、
日
本
は

ま
だ
貧
乏
で
架
橋
建
設
に
大
き
な
費
用
の

日
本
の
技
術
や
経
験
を
生
か
す

機械に頼らず、人力で作業する
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二輪車のメンテナンス技術を学ぶ

し
て
勉
強
し
た
結
果
習
得
で
き
た
、
そ
の

地
域
に
と
っ
て
は
比
較
的
レ
ベ
ル
の
高
い

技
術
で
あ
っ
て
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

B
A
J
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
業
に

技
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
要
素
、
ま
た
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
そ
の
も
の
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

B
A
J
が
事
業
計
画
を
作
る
時
に
一

番
注
視
す
る
の
が
、
事
業
終
了
後
に
見
え

て
く
る
成
果
で
す
。
地
域
社
会
の
発
展
に

と
っ
て
有
益
な
事
業
を
、
長
期
的
視
野
に

立
っ
て
計
画
す
る
の
で
す
。

　

B
A
J
は
決
し
て
大
き
い
組
織
に
な

す
る
為
の
経
済
的
な
努
力
も
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
か
つ
て
日
本
が
そ
の
道
を
歩

ん
だ
よ
う
に
。

　

B
A
J
が
活
動
を
起
こ
す
理
由
は
「
必

要
性
」
で
す
が
、
必
要
性
と
事
業
を
行
う

側
の
能
力
が
マ
ッ
チ
し
た
時
に
は
じ
め
て

よ
り
良
い
結
果
を
出
せ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
日
本
の
過
去
に
あ
っ
た
技

術
を
、
条
件
に
あ
わ
せ
て
改
善
・
改
良
を

加
え
た
適
正
技
術
を
、
今
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
地
域
開
発
に
流
用
し
て
い
る
の
で
す
。

　

開
発
が
比
較
的
進
ん
で
い
る
都
市
部
で

は
、
い
き
な
り
最
新
の
技
術
で
社
会
建
設

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

ま
す
が
、
そ
れ
が
一
気
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
全

体
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
少
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
10
年
、適
正
技

術
が
有
効
に
使
え
る
時
期
と
地
域
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。つ

ま
り
、
日
本
の
技
術
や
経
験
を
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
活
か
す
チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
十
分
に
あ

る
の
で
す
。

　

過
去
18
年
、
B
A
J
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
地
域
社
会
で
の
開
発
事
業
に
適
正
技
術

の
導
入
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
適
正
技
術

は
、
地
域
社
会
が
対
応
可
能
な
技
術
よ
り

一
歩
進
ん
で
、
そ
こ
に
住
む
人
が
努
力
を

る
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
時
で
も
、

何
処
で
も
、
誰
に
で
も
必
要
な
時
に
支
援

が
届
け
ら
れ
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
、
そ

ん
な
組
織
で
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
B
A
J
は
料
理
に
入
る〝
山
椒
〞

で
す
。

「
山
椒
は
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
辛
い
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
そ
の
存

在
が
ハ
ッ
キ
リ
わ
か
る
よ
う
な
ス
パ
イ
ス

で
す
。
料
理
に
山
椒
が
入
っ
て
い
な
く
て

も
成
立
し
ま
す
が
、
山
椒
が
入
る
と
よ
り

美
味
し
く
な
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
故
に
料

理
に
は
欠
か
せ
な
い
ス
パ
イ
ス
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
差
し
詰
め
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
ラ
カ
イ
ン
料
理
に
良
く
使
わ
れ

る
、
小
さ
く
て
も
頭
か
ら
火
が
噴
出
す
ほ

ど
の
辛
さ
を
持
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
・
チ

リ
と
同
じ
で
す
。

レ
ベ
ル
の
高
い
適
正
技
術

山
椒
の
よ
う
な

ス
パ
イ
ス
を
効
か
せ
て

橋が建設され、アクセスが改善されたことで多くの人が行き交
うようになった

日本の技術を活かしてつくった沈下橋

Myanmar



22

ス
リ
ラ
ン
カ

民
主
社
会
主
義

共
和
国

事業概要

2002年	 6月	 スリランカでの事業開始について検討
2002年	 10月	 コロンボ事務所を開設。事業の準備を開始
2003年	 1月	 スリランカ北部のLTTE（タミル・イーラム
	 	 解放の虎）支配地域で復興支援事業を開始
2004年	 12月	 26日、インド洋スマトラ島沖地震発生、
	 	 スリランカ南部の津波被害を受け、
	 	 緊急救援と復興支援活動を開始
2005年	 6月	 復興支援事業として生活協同組合と協働で
	 	 レンタルショップを3か所に設置
2005年	 12月	 情勢が不穏となり、事業からの撤退を検討
	 	 キリノッチでの活動終了後、
	 	 施設などを地元県知事に引き渡し
2007年	 7月	 コロンボ事務所を閉鎖
	 	 スリランカでの全事業を撤収

あゆみ

技術訓練では、座学と実地のどちらも行う

刺
繍
を
す
る
こ
と
で
製
品
に

付
加
価
値
を
つ
け
る

国内避難民
支援

Sri Lanka

・ アンバーラ
・コロンボ

・キリノッチ
・ムラティブ

・ワウニア
・アヌラーダプラ

　    ・
マンナール

タミル・イーラム解放の虎（LTTE）と政府軍間で繰り返
される武力衝突により帰る場所を失った国内避難民を
対象として、2002年より活動を開始した。
●基礎インフラ
長きに渡る紛争や2004年の大規模な水害により基礎
インフラ整備が必要とされていたため、学校や住宅、
井戸や公共施設の建設・修繕を実施した。
●人材育成
情勢安定後も必要となる技術を身につけるため、基礎
インフラ整備事業でオン・ザ・ジョブ・トレーニング
（OJT）による訓練を実施。
職業訓練学校運営事業では、地元の青年を対象とした
車両や船外機、農業機械の整備コースや家具製作、金
属加工などのトレーニングを行い、また、女性にも裁
縫訓練や識字教育等を行うことで、自立支援を実施し
た。
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2
0
0
2
年
6
月
に
（
財
）
ア
ジ
ア
福

祉
教
育
財
団
・
難
民
事
業
本
部
が
実
施
し

た
「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国
内
避
難
民
現
地
調

査
」
に
職
員
を
派
遣
。
そ
の
後
独
自
調
査

を
行
い
、
日
本
N
G
O
支
援
無
償
資
金
協

力
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
U
N
H
C
R
）、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯

金
配
分
金
、
J
I
C
A
草
の
根
技
術
協
力

な
ど
の
資
金
を
得
て
、
2
0
0
3
年
1
月

か
ら
、
日
本
の
N
G
O
と
し
て
は
初
め
て

ス
リ
ラ
ン
カ
北
部
で
の
復
興
支
援
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
活
動
は
日

本
の
外
務
省
、
U
N
H
C
R
と
の
契
約
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

内
戦
で
荒
れ
果
て
た
北
部
地
域
の
復
興

支
援
、
ス
リ
ラ
ン
カ
北
・
東
部
の
帰
還
国

内
避
難
民
（
I
D
P
）
支
援
を
目
的
に
、

職
業
訓
練
と
就
業
機
会
の
増
加
、
基
礎
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
主
体
に
事
業
を
進
め
ま
し

た
。
ま
た
、
対
立
す
る
民
族
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
、
タ
ミ
ル
人
の
多
い
北
部
の
活

動
と
並
行
し
て
、
シ
ン
ハ
ラ
人
が
多
数
を

占
め
る
南
部
貧
困
地
域
の
支
援
活
動
も
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
0
4
年
12
月
26
日
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
発
生
し
た

地
震
に
よ
り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
東
南
部
も
津

波
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
、
緊
急
救

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
各
国
の
支
援
も

活
発
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
救
援
活
動

が
不
公
平
に
行
わ
れ
た
と
タ
ミ
ル
人
の
反

政
府
組
織
で
あ
る
L
T
T
E
が
主
張
し
、

タ
ミ
ル
と
シ
ン
ハ
ラ
両
民
族
の
対
立
が
再

燃
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
各
地
域
で

実
施
し
た
事
業
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
地
域
は
シ
ン
ハ
ラ
族
と
タ
ミ
ル
族

が
混
在
し
て
お
り
、
職
業
訓
練
で
は
両
民
族

が
一
緒
に
参
加
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

①
学
校
校
舎
・
公
民
館
の
建
設

住
民
参
加
に
よ
る
O
J
T
方
式
で
測
量
、

左
官
、
大
工
な
ど
の
技
術
訓
練
を
実
施
。

②
職
業
訓
練
事
業

O
J
T
で
建
設
し
た
公
民
館
を
活
用
し
、

紛
争
被
害
を
受
け
た
女
性
を
対
象
に
、
縫

製
、
家
内
手
工
業
（
石
け
ん
、
ロ
ウ
ソ
ク
、

ジ
ャ
ム
な
ど
の
製
造
）
の
訓
練
を
実
施
。

③
生
計
向
上
コ
ー
ス

ス
リ
ラ
ン
カ
小
規
模
発
展
工
業
局

（
I
D
B
）
と
協
同
で
、
獲
得
し
た
技
術

を
収
入
に
つ
な
げ
る
研
修
を
実
施
。

2
0
0
5
年
3
月
に
は
日
本
か
ら
裁
縫

技
術
専
門
家
を
派
遣
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
。

国
内
避
難
民
へ
の

技
術
訓
練

根
本
悦
子
／
B
A
J
代
表

B
A
J
の
活
動

ワ
ウ
ニ
ア
県
／
国
内
避
難
民・

帰
還
民
の
支
援
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L
T
T
E
支
配
地
域
の
活
動
で
は
、

地
元
N
G
O
へ
の
事
業
委
託
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
工
事
の
質
や
当
事
者
と
の

意
思
疎
通
な
ど
実
施
能
力
に
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
L
T
T
E
や
タ
ミ
ル
復
興
機

構
（
T
R
O
）
と
話
し
合
い
、
訓
練
コ
ー

ス
運
営
に
つ
い
て
は
現
地
N
G
O
を
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
覚
書
を
締
結
し
、

B
A
J
は
事
業
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

①
基
礎
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

  

新
規
井
戸
建
設
、
井
戸
修
繕
、
給
水
施

設
建
設
、
ト
イ
レ
建
設
、
学
校
校
舎
修
復

再
建
、
公
共
施
設
修
復
な
ど
56
箇
所
の
建

設
を
実
施
。
現
地
N
G
O
と
協
同
す
る

こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
実
施
能
力
の

あ
る
N
G
O
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
イ
ン
フ
ラ
建
設
事
業
・
職
業
訓
練
事
業

　

住
民
参
加
に
よ
る
大
工
・
左
官
の

O
J
T
方
式
で
、
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

建
設
。
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て

2
0
0
4
年
か
ら
戦
争
被
害
者
や
貧
困

層
の
女
性
を
対
象
に
、
裁
縫
、
家
具
作
り

の
訓
練
コ
ー
ス
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、

就
業
機
会
の
な
い
青
年
を
対
象
と
し
た
ト

ラ
ク
タ
ー
整
備
コ
ー
ス
も
実
施
。
さ
ら
に
、

修
了
生
を
対
象
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
機

関
の
国
立
実
習
及
び
産
業
訓
練
局

（
N
A
I
T
A
）
と
共
同
で
キ
ャ
リ
ア
・

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
起
業
化
の
た
め
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

③
学
校
校
舎
建
設
事
業

　

地
元
N
G
O
へ
の
委
託
を
前
提
に
、

L
T
T
E
、
T
R
O
、
L
T
T
E
教
育
事

務
所
と
交
渉
し
、
B
A
J
が
直
接
工
事

監
督
を
行
う
こ
と
で
質
を
維
持
し
、
工
事

期
間
延
長
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
た
。

　

職
業
訓
練
の
各
コ
ー
ス
で
は
、
ス
リ
ラ

ン
カ
政
府
の
高
等
職
業
訓
練
局（
V
T
A
）

の
協
力
を
得
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

V
T
A
に
準
拠
し
た
も
の
と
し
、
コ
ー

ス
修
了
時
に
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
発
行
の
修

了
証
書
が
授
与
さ
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

①
基
礎
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

地
元
青
年
を
対
象
に
O
J
T
方
式
で

井
戸
掘
削
・
建
設
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
事
業

　

地
元
青
年
を
対
象
に
O
J
T
方
式
で

大
工
・
左
官
コ
ー
ス
の
技
術
訓
練
を
し
な

が
ら
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

2
0
0
3
年
10
月
に
2
輪
ト
ラ
ク
タ
ー
・

エ
ン
ジ
ン
整
備
コ
ー
ス
を
実
施
。

2
0
0
4
年
3
月
か
ら
４
輪
ト
ラ
ク
タ

ー
整
備
コ
ー
ス
、
屋
内
配
線
コ
ー
ス
、
溶

接
コ
ー
ス
、
さ
ら
に
船
外
機
整
備
コ
ー
ス

で
は
、V
T
A
と
覚
書
を
結
び
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
に
は
農
業
機
械
整
備
、
金

属
加
工
、
家
具
製
作
の
各
コ
ー
ス
を
実
施
、

国
内
避
難
民
の
自
立
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

③
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
事
業

　

農
業
機
械
や
そ
の
技
術
者
不
足
の
緩
和

に
向
け
、
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
計

画
。
各
地
域
で
住
民
と
密
接
な
関
係
を
も

つ
協
同
組
合
と
話
し
合
っ
た
結
果
、
6
月

末
に
、
ナ
ナ
タ
ン
多
目
的
協
同
組
合
、
マ

ン
タ
イ
ノ
ー
ス
多
目
的
協
同
組
合
、
セ
ン

ト
メ
リ
ー
漁
業
協
同
組
合
の
3
ヵ
所
の
協

同
組
合
に
そ
れ
ぞ
れ
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ

を
完
成
し
、
覚
書
を
結
ん
で
７
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ア
イ
テ
ム
を
貸
し
出
す

と
同
時
に
、
整
備
や
修
理
、
船
外
機
保
守

の
研
修
を
実
施
。
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
た

キ
リ
ノ
ッ
チ
県・ム
ラ
テ
ィ
ブ
県
／

国
内
避
難
民・帰
還
民
の
支
援

マ
ン
ナ
ー
ル
県
／
国
内
避
難
民・

帰
還
民
の
支
援

家具作りのトレーニングエンジンは分解して構造を学ぶ

政府発行の修了証は信頼性が高い
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村
に
研
修
生
を
派
遣
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
船
外
機
の
無
料
点
検
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
し
た
。

　

地
域
全
体
は
タ
ミ
ル
人
の
居
住
地
区
で

す
が
シ
ン
ハ
ラ
人
が
居
住
す
る
地
域
も
あ

り
、
内
戦
中
に
L
T
T
E
に
よ
る
襲
撃

を
受
け
ま
し
た
。
紛
争
後
は
ム
ス
リ
ム
の

難
民
キ
ャ
ン
プ
が
点
在
す
る
地
域
と
な
り
、

B
A
J
は
被
災
住
民
の
自
立
促
進
と
再

定
住
に
向
け
、
2
つ
の
村
で
公
民
館
建
設
、

井
戸
・
ト
イ
レ
の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
被
災
女
性
を
対
象
に
、
裁
縫

や
食
品
加
工
の
コ
ー
ス
を
実
施
し
、
収
入

向
上
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

2
0
0
4
年
末
に
起
き
た
津
波
被
災

に
対
し
、
2
0
0
5
年
2
月
か
ら
緊
急

救
援
活
動
を
開
始
。
と
く
に
被
害
が
大
き

か
っ
た
東
部
ア
ン
パ
ー
ラ
県
に
つ
い
て
、

仮
設
住
宅
建
設
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
被
災

女
性
対
象
の
生
計
向
上
訓
練
、
被
災
児
童

の
生
活
改
善
、
井
戸
・
ト
イ
レ
の
建
設
、

船
舶
エ
ン
ジ
ン
修
理
、
避
難
所
の
建
設
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
他
の
被
災
地
域

で
、緊
急
救
援
物
資
の
水
、日
用
品
（
蚊
帳
、

バ
ケ
ツ
な
ど
）、
食
料
な
ど
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

2
0
0
4
年
4
月
の
総
選
挙
後
、
和

平
に
対
す
る
与
党
内
の
意
識
不
統
一
や
、

L
T
T
E
内
部
の
分
裂
に
よ
る
紛
争
な

ど
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
膠
着
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
治
安
状
況
は
日
毎
に
悪
化
し
、
先

行
き
が
不
透
明
と
な
り
、
B
A
J
の
事

業
実
施
も
困
難
な
こ
と
か
ら
、
2
0
0
5

年
末
で
キ
リ
ノ
ッ
チ
、
ワ
ウ
ニ
ア
、
ア
ヌ

ラ
ー
ダ
プ
ラ
の
3
県
で
の
活
動
を
終
了
す

る
こ
と
と
し
、
マ
ン
ナ
ー
ル
で
の
レ
ン
タ

ル
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
み
継
続
し
ま
し
た
。

　

キ
リ
ノ
ッ
チ
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は

2
0
0
6
年
1
月
に
現
地
政
府
の
G
A

（
県
知
事
）
に
返
還
し
、
ワ
ウ
ニ
ア
職
業

訓
練
事
業
は
同
じ
く
1
月
に
地
元
村
落
開

発
委
員
会（
R
D
S
U
）に
引
き
渡
し
ま
し

た
。
ま
た
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
県
で
は
住
民

と
話
合
っ
た
結
果
、
ミ
シ
ン
な
ど
の
機
材

を
U
N
H
C
R
に
返
却
、
建
物
は
住
民

の
モ
ス
ク
委
員
会
が
管
理
責
任
者
と
な
っ

て
活
動
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
マ
ン
ナ
ー
ル
県
の
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
は
戦
闘
が
激
し
さ
を
増
し
、
研

修
生
が
通
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、

2
0
0
6
年
9
月
に
地
元
G
A
に
引
き

渡
し
ま
し
た
。
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
事
業

は
頻
発
す
る
爆
弾
テ
ロ
事
件
に
村
人
が
怯

え
て
農
作
業
を
諦
め
る
事
態
と
な
り
、
農

機
具
の
レ
ン
タ
ル
件
数
が
減
少
、
生
計
維

持
が
困
難
な
村
人
も
増
え
ま
し
た
。
残
念

な
こ
と
で
す
が
B
A
J
は
提
携
し
た
協

同
組
合
に
運
営
を
委
ね
、
2
0
0
7
年

7
月
に
引
き
渡
し
、
コ
ロ
ン
ボ
事
務
所
を

閉
じ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
事
業
の
す
べ
て
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
事
業
で
は
当
初
か
ら
、
⑴

人
材
育
成
、
⑵
雇
用
促
進
、
⑶
行
政
と
の

連
携
、
⑷
地
域
づ
く
り
、
⑸
自
立
の
促
進
、

な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
紛
争
の
悪
化

や
地
域
行
政
機
関
に
よ
る
活
動
の
規
制
な

ど
困
難
な
状
態
の
な
か
で
事
業
を
継
続
し

ま
し
た
が
、
安
全
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

た
と
判
断
し
止
む
を
得
ず
撤
退
に
至
っ
た

こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
す
。
事
業
と
し
て

長
期
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
目
論
む
場
合
、

治
安
状
況
の
判
断
は
非
常
に
難
し
い
課
題

で
す
。

Sri Lanka

ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
県
／
公
民
館
建
設・

女
性
対
象
の
職
業
訓
練

地
域
へ
の
委
譲
と
撤
退

ア
ン
パ
ー
ラ
県・ム
ラ
テ
ィ
ブ
県・

キ
リ
ノ
ッ
チ
県・コ
ロ
ン
ボ
県
／

津
波
被
災
緊
急
救
援
活
動

女性を対象とした識字訓練津波被災者には、水や日用品を配布

スリランカは1948年に英国から独立して以
来、民主的に政権を維持してきましたが、多
数民族のシンハラ人(74％)と少数民族のタミ
ル人（18％）の対立が次第に激化。1983年7
月に北部ジャフナで起きたシンハラ人兵士に
対するテロが契機となって、タミル人の独立
を要求する「タミル・イーラム解放の虎
（LTTE）」とスリランカ政府軍との武力衝突が
各地域で繰り返され、多くの難民と国内避難
民合計67万人が発生しました。
2001年12月に平和を促進する政権が誕生し、
2002年2月には両民族間で停戦合意が結ば
れ、19年間続いた内戦は終息しました。
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東
北

事業概要

2011年	 3月11日	 午後14時46分　太平洋沖を震源とする
	 	 マグニチュード9.0の地震とそれに伴う
	 	 巨大津波が発生。津波により
	 	 福島第一原子力発電所も被害を受ける
	 29日	 国際協力NGOとして震災被災地への支援を
	 	 どのように実施するか、内部での議論を経て、現地調査
	 	 連絡を取ることができた茨城県に暮らす
	 	 BAJ支援者を訪問し、聞き取り調査を行う
2011年	 4月3日	 岩手県を視察
	 	 SAVE IWATEとさんさんの会に出会う 
2011年	 5月20日	 被災者を対象とした配食事業を開始
	 	 （JPF事業第一期 〜2011年10月）
2011年	 9月7日	 「NGOと地元有志　それぞれの支援の
	 	 成果と課題」開催（東京都）
2011年	 9月12日	 三菱商事株式会社様からの助成金を受け、
	 	 四輪駆動自動車を購入。SAVE IWATEへ無償貸与
	 	 （2013年5月に譲渡）
2012年	 2月11日	 「震災から一年　みんなあづまって 
	 	 はなしっこ すっぺし」開催（神奈川県）
2012年	 2月12日	 大船渡にてコミュニティ・センター運営事業を開始
	 	 （JPF事業第二期 〜2012年10月）
2012年	 4月15日	 大槌町にてコミュニティスペース運営事業を開始
	 	 （G2A　〜2013年5月31日）
2012年	 7月12日	 「輝け！地元パワー　地域づくりの経験交流」
	 	 開催（岩手県大船渡市）
2012年	 9月12日	 さんさんの会と別途覚書を交わし、
	 	 NPO法人としての組織体制強化のサポートを開始
2013年	 4月13日	 「草の根でつなぐアジア
	 	 〜これから必要な支援とは〜」開催（東京都）
2013年	 5月31日	 おらが大槌夢広場によるGive2Asia事業終了
	 	 BAJとしての東日本大震災支援事業完了

あゆみ

ボランティアの手でさんさんキッチンを建設（大船渡市）

岩手県で実施した復興支援活動はBAJ初の国内支援である
と同時に初のパートナーシップ型事業だった。的確なニー
ズ把握や迅速な対応など、地元グループの人たちとの協働
の強みが十分に生かされた一方、お互いが自立した対等な
パートナーシップの構築には試行錯誤が必要だった。BAJ

はこうした協働を通じて、地元で立ち上がった人々に“活動
を通じて寄り添うこと”で、被災地の困難な状況にある人々
に対して効果的な支援を展開することができた。

パートナーシップ型の
復興支援

Tohoku

・ 盛岡市

・ 大槌町

・ 大船渡市

・ 陸前高田市

おらが大槌夢広場の町方ドーム
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初
の
国
内
支
援
で

地
元
団
体
と
連
携

新
石
正
治
／
B
A
J
東
日
本
事
業 

前
担
当

　

2
0
1
1
年
4
月
頭
に
岩
手
県
内
の

被
災
地
域
を
視
察
し
、
盛
岡
の
被
災
地
支

援
チ
ー
ム
S
A
V
E 

I
W
A
T
E
の
方

か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
当
時
避
難
所
の

厨
房
を
拠
点
に
配
食
活
動
を
し
て
い
た
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
さ
ん
さ
ん

の
会
」
で
し
た
。
き
め
細
や
か
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
活
動
を
展
開
す
る
一
方
、
資
金
難

に
あ
え
い
で
い
ま
し
た
。
B
A
J
は
資

金
提
供
を
含
め
て
彼
ら
の
後
方
支
援
を
す

る
こ
と
で
、
復
興
支
援
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

　

岩
手
県
大
船
渡
市
の
さ
ん
さ
ん
の
会
と

協
議
を
重
ね
、
2
0
1
1
年
5
月
中
旬

よ
り
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
J
P
F
）
の
資
金
を
活
用
し
た
配
食
事

業
を
3
〜
4
か
月
半
に
わ
た
っ
て
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
陸
前
高
田
市
で
は

S
A
V
E 

I
W
A
T
E
と
手
を
組
み
、

被
災
を
免
れ
た
地
元
の
自
動
車
学
校
の
厨

房
を
借
り
て
「
ま
ご
こ
ろ
キ
ッ
チ
ン
陸
前

高
田
」
と
名
付
け
た
配
食
事
業
を
展
開
し

ま
し
た
。
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
移
行

す
る
時
期
で
し
た
が
、
地
元
グ
ル
ー
プ
の

強
み
を
活
か
し
、
配
達
先
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
調
整
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

緊
急
支
援
の
段
階
を
過
ぎ
、
仮
設
住
宅

に
住
む
高
齢
者
等
の
孤
立
化
や
、
在
宅
被

災
者
に
対
す
る
支
援
格
差
が
問
題
に
な
り

ま
し
た
。
B
A
J
は
引
き
続
き
さ
ん
さ

ん
の
会
と
協
議
を
進
め
て
、
配
食
と
見
守

り
の
機
能
も
兼
ね
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
建
設
と
運
営
」
事
業
を
計
画
。

J
P
F
（
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）
の
資
金
に
よ
り
、
2
0
1
2
年
2
月

か
ら
約
8
か
月
間
に
わ
た
っ
て
、
セ
ン
タ

ー
内
だ
け
で
な
く
、
仮
設
住
宅
の
敷
地
を

利
用
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
文
化
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
地
域
住
民

自
ら
が
企
画
し
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
配
食
と
見
守
り
活
動
は
被

災
者
の
精
神
的
な
安
定
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
2
0
1
2
年
9
月
に
改
め
て

B
A
J
と
さ
ん
さ
ん
の
会
と
の
間
で
覚

書
を
結
び
、
運
営
サ
ポ
ー
ト
を

2
0
1
3
年
3
月
末
ま
で
継
続
。
10
月

に
は
B
A
J
の
東
京
事
務
所
に
て
さ
ん

さ
ん
の
会
メ
ン
バ
ー
へ
の
研
修
を
行
い
、

さ
ら
に
2
0
1
3
年
1
月
に
は
B
A
J

か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
、
さ
ん
さ
ん

の
会
事
務
所
で
広
報
の
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

同
時
期
、
S
A
V
E 

I
W
A
T
E
か

ら
一
般
社
団
法
人「
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
」

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
々
を
中

心
に
様
々
な
人
が
活
躍
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、

B
A
J
は
彼
ら
と
地
域
住
民
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス
運
営
事
業
を

2
0
1
2
年
4
月
よ
り
2
0
1
3
年
5

月
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
2
0
1
2
年

10
月
中
旬
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス

の
ド
ー
ム
ハ
ウ
ス
「
町
方
ド
ー
ム
」
が
完

成
し
、
各
種
教
室
（
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室
、
お
花
の
教
室
、
お

茶
の
教
室
、
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
、ペ
ー
パ

ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
、

写
真
教
室
、
出
前
講
座
、
な
ど
）
に
活
躍
。

多
く
の
被
災
者
が
積
極
的
に
参
加
し
、
オ

ー
プ
ン
か
ら
6
か
月
で
の
べ
約
2
6
0
0

人
も
の
人
々
が
利
用
し
ま
し
た
。

地
元
グ
ル
ー
プ
と
の
出
会
い

第
2
フ
ェ
ー
ズ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
事
業
を
展
開

副食を届けて栄養のかたよりをなくしたい（大船渡市）

Tohoku

町方ドームで定期的に開催される「お茶っこ」
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現
在
、
日
本
全
国
の
高
齢
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
決
し
て
好
ま
し
い
状
況
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
、
被
災
し
た
市
町
村
も
例
外
で

は
な
く
、
今
回
の
震
災
は
そ
の
隠
れ
て
い

た
部
分
を
露
出
さ
せ
、
認
識
す
る
機
会
に

な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
私
の
活
動
す
る
岩
手
県
大

船
渡
市
で
も
少
子
・
高
齢
化
を
背
景
に
核

家
族
化
が
進
み
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

誰
に
も
訪
れ
る
「
老
後
」
と
い
う
も
の

を
考
え
た
時
、
健
康
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
、

一
度
病
気
に
か
か
れ
ば
、
病
院
で
の
治
療
、

施
設
で
の
ケ
ア
、
ま
た
自
宅
に
居
な
が
ら

の
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
も
ま
す
ま
す

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
同
居
の

御
家
族
の
苦
労
も
当
然
、
計
り
し
れ
な
い

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も

独
立
し
、
単
身
も
し
く
は
老
夫
婦
世
帯
と

な
っ
て
い
く
家
庭
が
増
え
て
い
け
ば
、
日

常
の
買
い
物
も
決
し
て
、
楽
と
は
言
え
な

い
で
し
ょ
う
。「
弱
者
」
と
い
う
言
葉
を

使
う
の
は
、
ど
う
も
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん

が
、
や
は
り
「
誰
か
」
の
「
何
か
」
の
力
を

借
り
な
け
れ
ば
、
日
常
の
生
活
に
も
困
る

と
い
う
方
が
、
今
後
も
増
え
て
い
く
の
が

現
実
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
船
渡
市
で
も
高
齢
化
は
加
速
し
て
お

り
、
高
齢
化
率
が
60
％
を
越
え
、
75
歳
以

上
の
方
の
ひ
と
り
暮
ら
し
も
多
く
い
ま
す
。

そ
の
な
か
に
は
疾
病
な
ど
の
後
遺
症
（
半

身
ま
ひ
、肢
体
不
自
由
等
）に
よ
り
、
外
出

の
機
会
が
減
る
な
ど
外
部
と
の
接
触
が
極

端
に
減
り
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な

っ
て
い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
毎
日

の
掃
除
、洗
濯
、入
浴
、食
事
の
用
意
、
ゴ

ミ
出
し
な
ど
が
円
滑
に
行
か
ず
不
衛
生
に

な
り
が
ち
で
す
。
な
に
げ
な
い
日
常
生
活

が
困
難
に
な
り
、
人
と
し
て
最
低
限
の
生

活
を
送
る
こ
と
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
活

環
境
は
、
生
き
る
気
力
を
失
わ
せ
、
外
出

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
う
つ
傾
向
に
陥
り

さ
ら
に
孤
独
を
深
め
て
し
ま
う
。
そ
れ
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
見
回
り
活
動
や
声

か
け
運
動
が
継
続
的
に
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
左
記
に
見
回
り
実
績
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

78
才
女
性
　
救
急
搬
送
詳
細
　

仮
設
住
宅
で
ひ
と
り
暮
ら
し
。
持
病
：

腰
痛
、
骨
粗
鬆
症
、
緑
内
障
が
少
々

2
月
25
日
（
月
）

配
食
に
伺
う
と
、
全
身
が
痛
く
て
動
け

な
い
、
起
き
上
が
れ
な
い
と
の
こ
と
。

22
日
金
曜
夜
か
ら
水
分
、
食
べ
物
を
一

切
取
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
そ
の

ま
ま
病
院
へ
連
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え

た
が
、
本
人
が
ど
う
し
て
も
承
諾
し
な

い
た
め
、
明
日
ま
た
訪
問
す
る
旨
を
告

げ
て
帰
っ
た
。

2
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
頃
伺
う
と
、
変
わ
ら
ず
動
け

な
い
状
態
。
県
立
病
院
の
整
形
外
科
が

か
か
り
つ
け
医
だ
が
、
そ
の
日
は
休
診
。

狭
い
仮
設
か
ら
本
人
を
運
び
出
す
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
救
急
車
を
要

請
。

丸
3
日
以
上
、
ま
と
も
に
水
分
を
取
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
脱
水
症

「
見
回
り
活
動
」か
ら

見
え
て
く
る
も
の

菊
池
真
吾
／
さ
ん
さ
ん
の
会
　
理
事
長

住
民
の
目
線
に
立
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

第2フェーズでは各種教室を運営した

第1フェーズでは食事の配達を行っていた
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状
を
起
こ
し
て
い
た
た
め
点
滴
す
る
。

元
々
の
持
病
の
骨
粗
し
ょ
う
症
が
悪
化

し
た
形
で
あ
り
、
腰
の
骨
が
潰
れ
て
神

経
に
触
っ
て
痛
い
状
態
。

　
専
門
の
先
生
が
不
在
の
た
め
、
翌
日

外
来
受
診
す
る
よ
う
に
と
の
指
導
を
受

け
、
痛
み
止
め
の
座
薬
を
処
方
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
仮
設
住
宅
ま
で
送
り
届
け
た
。

翌
日
受
診
し
た
が
、
自
宅
で
安
静
に
す

る
し
か
方
法
が
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。 

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
ヘ

ル
パ
ー
に
1
日
2
〜
3
時
間
来
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。

　

右
記
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性

が
多
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

見
回
り
活
動
は
地
味
で
す
が
、
長
期
継

続
し
て
続
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。

注
意
点
は
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
の
誇
り
や
、

震
災
経
験
で
負
っ
た
精
神
的
な
傷
を
深
め

な
い
よ
う
に
、
相
当
な
配
慮
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
一
人

ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要

で
す
。

　

何
ら
か
の
身
体
的
、
精
神
的
不
安
が
あ

る
場
合
、
外
部
と
の
接
触
が
極
端
に
減
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
情
報
提
供
等
を
率
先

し
て
行
い
、
外
へ
出
る
き
っ
か
け
作
り
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
そ
の
人

の
視
点
に
な
れ
る
か
、
そ
し
て
良
い
意
味

に
な
り
、
最
悪
の
場
合
に
も
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

弊
会
は
、
配
食
を
し
な
が
ら
見
回
り
活

動
を
す
る
訳
で
す
が
、
対
象
に
な
っ
て
い

る
方
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
生
活
に
不
安

を
抱
え
る
方
が
メ
イ
ン
で
す
。

　

最
近
で
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
方
々

か
ら
、
食
事
の
悩
み
を
耳
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
病
院
で

栄
養
相
談
を
受
け
た
際
、
山
ほ
ど
あ
る
食

材
の
選
別
と
家
庭
で
で
き
る
調
理
と
の
組

み
合
わ
せ
で
、
何
を
食
べ
さ
せ
た
ら
良
い

の
か
…
…
、
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
の
で

す
。
食
べ
る
側
の
人
間
も
し
か
り
、
食
事

を
作
っ
て
食
べ
さ
せ
る
側
か
ら
も
同
じ
こ

で
の
お
せ
っ
か
い
が
で
き
る
か
が
、
こ
の

見
回
り
活
動
の
根
本
だ
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
の
方
は
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
介
護
認
定
を
受
け
る
ほ
ど

で
は
な
い
け
れ
ど
も
ひ
と
り
暮
ら
し
の
た

め
不
便
を
感
じ
て
い
る
方
。
申
請
を
す
れ

ば
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
介
護
保
険
の
シ
ス
テ
ム
が
理
解
で
き

ず
、
申
請
の
方
法
も
判
ら
な
い
ま
ま
、
何

の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
せ
ず
不
自
由
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

前
述
し
た
高
齢
者
も
日
々
の
食
事
は
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ひ
と
り

で
の
食
事
は
味
気
な
く
、
ま
た
自
分
だ
け

の
た
め
の
食
事
を
わ
ざ
わ
ざ
作
る
こ
と
も

面
倒
に
な
り
、
空
腹
を
し
の
げ
る
程
度
の

物
を
食
べ
て
過
ご
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

買
い
物
に
も
行
け
ず
備
蓄
食
材
も
底
を
つ

い
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
低
栄
養
に
よ

る
免
疫
力
・
体
力
の
低
下
や
糖
尿
病
・
高

血
圧
症
な
ど
生
活
習
慣
病
の
進
行
を
引
き

起
こ
し
、
さ
ら
に
、
腎
臓
疾
患
、
人
工
透

析
に
ま
で
発
展
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返
す
こ
と

と
を
言
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
も
食
べ
さ
せ
る
側
の
人
間
に
は

「
作
っ
た
も
の
を
食
べ
て
く
れ
な
い
」「
文

句
を
言
わ
れ
る
」
等
の
ス
ト
レ
ス
も
加
わ

る
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
の
継
続
が
よ
り
難
し

く
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
よ
う
な
事
例
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
会
を
育
て
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
さ
ら
に
専
門
性
を
高
め
、
見
回
り
対
象

の
方
や
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
の
人

た
ち
と
会
話
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
同
じ
街
に
住
む
同
じ
人

間
と
し
て
同
じ
目
線
で
、
こ
の
街
と
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

栄養相談会を定期的に開催している

真空パックされた栄養食

こ
れ
か
ら
進
む
道

Tohoku
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2
0
1
1
年
11
月
2
日
に
、
町
内
外

の
意
欲
あ
る
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
大
槌
町

の
各
種
産
業
の
再
生
や
復
興
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
ま
た
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
町

民
の
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
お
ら

が
大
槌
夢
広
場
を
設
立
し
ま
し
た
。
11
月

11
日
に
は
町
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
一

息
つ
き
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
場
所
と
し
て
、「
お
ら
が
大
槌
復

興
食
堂
」
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
中
心
市
街
地
に
立
地
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
徐
々
に
打
ち
合
わ
せ
や

会
議
の
場
と
し
て
も
使
わ
れ
は
じ
め
、
地

域
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
役
割
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
を
訪
れ
る
人
々
に
震
災
の

経
験
や
今
を
伝
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、

語
り
部
ガ
イ
ド
、
企
業
研
修
な
ど
の
学
び

の
場
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
町
民
向
け
に

様
々
な
情
報
を
伝
え
る
「
大
槌
新
聞
」
の

発
行
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
町
民
が
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
そ
ば
打
ち

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
生
計
向
上
を
目
指

す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン「
町
方
ド
ー
ム
」

の
運
営
な
ど
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
に
欠
か
せ
な
い
「
小
商
い
」

を
生
み
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、

３
名
の
起
業
者
と
4
つ
の
安
定
的
な
事
業

の
創
出
に
繋
げ
ま
し
た
。
地
域
で
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
お
こ

な
う
場
合
に
は
、
担
い
手
の
想
い
が
地
域

内
に
浸
透
し
、
皆
が
応
援
し
た
く
な
る
と

い
う
気
運
の
高
ま
り
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
お
金
に
な
ら
な
い
役
割
（
自

治
会
・
消
防
団
な
ど
）」
に
時
間
を
割
く

こ
と
が
あ
た
り
前
な
岩
手
県
民
の
特
性
を

踏
ま
え
、
地
域
の
方
々
に
起
業
者
の
世
話

人
に
な
っ
て
も
ら
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
（
応
援
団
）
を
組
成
し
、
地
域

の
承
認
を
得
ら
れ
る
し
く
み
づ
く
り
に
力

点
を
お
い
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
の
8
月
に
は
、「
大
槌
ひ

と
育
て
×
ま
ち
育
て
大
学
」
と
い
う
オ
ー

プ
ン
参
加
型
の
学
び
の
場
を
仮
開
校
し
ま

し
た
。

　

こ
の
学
び
の
場
を
つ
く
る
に
至
っ
た
背

景
に
は
、
我
々
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
10
月
か
ら
12
月
、
町
民

が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

「
大
槌
町
地
域
復
興
協
議
会
」
と
い
う
会

議
が
数
回
開
か
れ
ま
し
た
。

　

生
活
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
に
つ
い
て

議
論
す
る
場
で
あ
っ
た
た
め
、
感
情
的
に

な
る
の
は
仕
方
が
無
い
で
す
が
、
参
加
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
尊
重
し
つ
つ
、
大
槌
の

未
来
に
つ
い
て
創
造
的
な
対
話
を
行
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
良
い
会
議
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
商
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
近
な
テ
ー
マ
を

通
し
て
、
対
話
な
ど
の
作
法
が
自
然
と
身

に
付
き
、
そ
れ
が
文
化
に
な
っ
て
い
く
よ

震
災
か
ら
生
ま
れ
る

協
働
を
復
興
の
力
に

臂 

徹
／
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
　
事
務
局
長

復興食堂には、観光客だけでなく、地元の人も集まる

商品開発で生まれたピーマン味噌

復
興
ま
ち
づ
く
り
の

エ
ン
ジ
ン
に

楽
し
み
が
作
法
を
生
み
、

作
法
が
文
化
を
つ
く
る
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う
な
取
り
組
み
と
し
て
、
前
述
の
大
学
を

設
立
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
総
勢
35
名
の
町
民
の
方
が
在

籍
し
、
魅
力
的
な
講
師
に
よ
る
講
義
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
視
察
研
修
な
ど
に
参
加

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
、

今
後
の
大
槌
の
あ
り
方
な
ど
を
基
本
か
ら

学
び
つ
つ
、
実
践
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
約
20
名
の
高
校
生
た
ち

が
「
こ
ど
も
議
会
」
と
い
う
組
織
を
つ
く

り
、
大
槌
の
復
興
の
た
め
に
必
要
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
自
分
た
ち
だ
け
で
、
ま
た

は
大
人
の
関
与
を
得
て
、
あ
る
い
は
行
政

と
の
協
働
に
よ
り
、
生
み
出
し
て
い
く
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
学
び
の
場
で
出
た
ア
イ
デ
ア
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
種
を
、「
夢
会
議
」
と

い
う
世
代
と
地
域
を
超
え
た
対
話
の
場
に

持
ち
寄
り
、
皆
で
磨
い
て
、
形
に
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
町
内
外
の
人
々
が
一
堂
に
会
し
、
提

案
者
に
対
し
て
コ
ー
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、

企
画
が
円
熟
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
、
こ
の
学
び
の
場
も
交
流
促
進
の
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
て
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
3
年
度
は
、
今
ま
で
の
活
動

に
加
え
、
後
述
す
る
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
、
行
政
と
住
民
の
協
働
の
場
づ

く
り
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
事
業
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒
に
運
営
し
、
信
頼
関
係

を
作
り
出
す
こ
と
で
、
障
壁
を
払
拭
し
、

復
興
ま
ち
づ
く
り
が
進
展
す
る
一
助
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
目
は
住
民
組
織
と
大
槌
町
総
合

政
策
部
の
協
働
事
業
と
し
て
実
施
す
る

「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾
」
の
運
営

で
す
。
大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
「
蓬
莱
島
」
は

人
形
劇
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」

の
舞
台
と
な
っ
た
島
と
似
た
形
を
し
て
お

り
、
か
ね
て
よ
り
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
モ

デ
ル
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
地
域
に
欠
か
せ
な
い
資
源
を
活
用
し
、

人
形
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
ぞ
ら
え
た
講

座
を
開
催
、
一
般
町
民
の
生
業
や
ま
ち
づ

く
り
参
加
ス
キ
ル
の
向
上
な
ど
に
繋
げ
る

と
と
も
に
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」「
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
」
な
ど
、
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
有
す

る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
材
は
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
ソ
フ
ト
施
策

の
企
画
提
案
及
び
実
施
の
担
い
手
と
し
て

登
用
す
る
こ
と
を
、
行
政
と
と
も
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
大
槌
町
産
業
振
興
部
と
教

育
委
員
会
と
と
も
に
、
大
槌
町
復
興
交
流

ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
協
議
会
を
設
立
し
、
地

域
資
源
の
発
掘
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
活
用

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
復
興
支
援
ブ
ー

ム
後
の
地
域
の
観
光
の
あ
り
方
の
検
討
と
、

観
光
協
会
を
代
替
す
る
セ
ク
タ
ー
の
新
設

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
平
時
の
ま
ち
づ
く
り
と
復
興
ま
ち
づ
く

り
で
の
担
い
手
の
差
異
か
ら

　

震
災
後
に
生
ま
れ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
担
い
手
の
活
動
の
き
っ
か
け
を
紐
解
く

と
、
震
災
に
よ
っ
て
失
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
た
め
、
故
人
の
想
い
を
実
現
す
る
た

め
、
と
い
っ
た
、
外
発
的
な
要
因
に
基
づ

く
も
の
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
平
時
と
は
異
な
る
動
機
付
け
を
途
切
れ

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
継
続
的
な
も
の
に
繋

げ
る
た
め
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
あ
り

方
に
も
明
確
な
違
い
が
希
求
さ
れ
ま
す
。

②
身
の
丈
を
超
え
た
復
興
ま
ち
づ
く
り　

　

復
興
段
階
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
の
戦
略
や
手
法
が
、
現
地
の
身
の

丈
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
事
例
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
時
の
資
金
調

達
手
段
や
ま
ち
づ
く
り
の
実
施
体
制
と
、

有
事
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
ま
り
に
も
大
き

す
ぎ
、
被
災
地
側
が
イ
ン
プ
ッ
ト
を
巧
く

消
化
で
き
な
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

個
人
や
ま
ち
の
成
長
ス
テ
ー
ジ
や
地
域
特

性
、
そ
の
他
、
被
災
地
特
有
の
事
情
を
熟

考
し
た
上
で
、
一
緒
に
実
践
し
な
が
ら
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

上
記
の
①
、
②
の
よ
う
な
課
題
の
認
識

と
対
応
に
は
、
外
の
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
各
被
災
地
の
現
状
と
し
て
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
外
部
か
ら
の
適
し
た
サ

ポ
ー
ト
が
行
え
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

こ
の
差
配
に
も
ま
た
、
外
部
の
視
点
が
生

き
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町の復興について話し合う子ども議会の様子

視察した養護施設でBAJスタッフが職員と意見交換

「
協
働
」の
文
化
が

な
か
っ
た
町
で

外
か
ら
の
視
点
の
活
か
し
方

Tohoku
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アジア隣人プログラム
東北訪問・ワークショップ・
フォーラムレポート
2013年4月、BAJはミャンマー、ベトナムから
日本人駐在スタッフ及び現地スタッフを招き、岩手県大槌町への視察と
東京でのワークショップ、フォーラムを行いました。
目的は：
１）ミャンマー、ベトナム、東北のそれぞれの事業を振り返り　
２）各事業が抱える問題をどう解決し、支援を強化するためには
　  どうしたら良いか話し合う　
３）経験と学び合いの中から、これからのアジアに必要な支援は何か、
　  BAJとしての提言をとりまとめることにありました。

　

B
A
J
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、

東
京
の
各
ス
タ
ッ
フ
11
名
が
、
東
日
本
大

震
災
の
地
震
と
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
岩
手
県
大
槌
町
を
訪
問
。
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
事
業
で
B
A
J
と
恊
働

し
て
い
る
「
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
」
の
震

災
ガ
イ
ド
、
臼
沢
和
行
さ
ん
に
町
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
震
災
発
生
当
時

の
こ
と
や
現
在
の
町
の
様
子
、
町
民
の
想

い
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
で
行
わ
れ
て
い

る
事
業
と
リ
ン
ク
す
る
テ
ー
マ
で
議
論
が

で
き
る
よ
う
、
夢
広
場
の
ス
タ
ッ
フ
の
他

に
、
行
政
、
農
業
、
福
祉
施
設
の
方
々
と

も
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
海
外
ス
タ
ッ
フ
は
、
初
め
て

見
る
津
波
被
害
の
光
景
に
一
様
に
言
葉
を

失
い
つ
つ
も
、「
震
災
後
の
行
政
機
能
の

回
復
ス
ピ
ー
ド
」「
避
難
所
の
運
営
に
住
民

が
積
極
的
に
関
わ
っ
た
こ
と
」
な
ど
、
緊

急
時
の
日
本
の
対
応
力
に
感
心
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
「
福
祉
施
設
の
通
所
者
に
、

大
き
な
お
金
で
は
な
く
と
も
稼
ぐ
仕
事
を

提
供
で
き
て
い
る
こ
と
」
も
、
印
象
に
残

っ
た
よ
う
で
し
た
。
同
時
に
、「
目
立
つ

人
口
流
出
、
高
齢
化
や
産
業
の
落
ち
込
み

な
ど
、
震
災
に
よ
っ
て
顕
著
に
な
っ
た
地

方
の
抱
え
る
課
題
」「
専
業
で
は
食
っ
て
い

く
の
が
難
し
い
農
業
の
現
状
」
な
ど
、
自

国
の
事
例
と
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
も
、

熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

被
災
地
と
日
本
式
復
興
の
視
察

…
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
視
点
か
ら

農家の方から被災当時の話をうかがう

災害時に機能しなかった防潮堤の前で
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最
後
に
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

２
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
ら
も
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し

た
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ナ
ル
ギ
ス
な
ど
で
、
災

害
緊
急
支
援
経
験
が
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
チ

ー
ム
は
、
行
政
と
の
関
係
や
復
興
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
の
取

り
ま
と
め
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
難
し

さ
は
あ
る
も
の
の
、
行
政
、
住
民
、
第
三

者
ら
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
の
重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
自
発
的
な
活
動
を
通
じ
て
地

域
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
き
た
ベ
ト
ナ
ム

チ
ー
ム
は
、
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
が
行
っ

て
い
る
「
こ
ど
も
議
会
」
を
例
に
、
子
ど

も
巻
き
込
み
型
復
興
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
何
か
と
「
で
き
な
い
言
い
訳
」
を
考

え
る
大
人
に
比
べ
、
子
ど
も
は
目
的
に
ま

っ
す
ぐ
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
、
子
ど

も
が
関
心
を
持
つ
と
親
も
無
関
心
で
い
ら

れ
な
く
な
る
、
と
い
う
意
見
。
子
ど
も
が

変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

2
日
目
の
夜
、
夜
行
バ
ス
発
車
時
間
ま

で
の
短
い
時
間
に
、
仮
設
店
舗
で
営
業
し

て
い
る
居
酒
屋
さ
ん
で
夕
食
を
兼
ね
た
懇

親
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
経

験
や
思
い
を
共
有
し
た
B
A
J
各
国
ス

タ
ッ
フ
は
、
大
槌
の
皆
さ
ん
と
も
す
っ
か

り
打
ち
解
け
て
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話
に
花

が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

アジア隣人プログラム　視察スケジュール
日時　2013年4月8日（月）〜9日（火）

12:00	 大槌復興食堂にて昼食
	 自己紹介とオリエンテーション、
	 震災復興ツアーの説明
14:00-16:00	 農家の東梅さん訪問：
	 震災時の様子や農業の現状について聞く
16:30-17:30	 ガイドツアー：おらが大槌夢広場の
	 震災ガイドによる「本当の想い」を
	 テーマにした震災ガイド
18:00	 伝統芸能の虎舞を鑑賞
19:00	 夕食、宿泊：浪板交流促進センター

10:00-12:00	 わらび学園訪問：パン作りや
	 自動車部品の検品作業などを見学後、
	 移動販売のお手伝い
12:00	 昼食：大槌復興食堂
13:00-14:30	 行政が考える復興：大槌町復興推進課の
	 松橋史人さん、上和野悟さんに町の	
	 復興計画の現状について話を聞き、
	 意見交換
14:30-17:00	 ワークショップ：「復興計画」「子どもを
	 巻き込んだ復興」に別れて、
	 意見共有とキーワード抽出
18:00	 夕食、懇親後、夜行バスで東京へ

8日

9日

被害の大きさに呆然とする
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大
槌
町
か
ら
戻
り
、
東
京
で
再
び
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
2
日
目
は

B
A
J
各
国
ス
タ
ッ
フ
の
他
、「
お
ら
が

大
槌
夢
広
場
」
の
臂
徹
さ
ん
、
田
中
正
道

さ
ん
と
、
同
じ
く
B
A
J
の
恊
働
団
体

で
あ
る
岩
手
県
大
船
渡
市
の
「
さ
ん
さ
ん

の
会
」
菊
池
真
吾
さ
ん
、
佐
藤
幸
世
さ
ん

も
加
え
、
19
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
そ
し
て
岩

手
で
の
活
動
事
例
、
そ
れ
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
、
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
後

は
、
B
A
J
が
や
っ
て
き
た
国
際
協
力

（
途
上
国
支
援
）、
被
災
地
支
援
に
共
通
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
探
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。
各
事
例
か
ら
み
え
て
く
る

B
A
J
の
強
み
を
挙
げ
、
意
見
交
換
を

し
た
後
は
、
B
A
J
ら
し
い
支
援
の
あ

り
方
、
支
援
に
必
要
な
要
素
を
書
き
込
ん

で
い
き
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
語
、
英
語
、

日
本
語
で
付
箋
に
書
か
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

が
模
造
紙
を
埋
め
つ
く
し
て
い
き
ま
す
。

「
O
J
T
で
地
域
の
技
術
者
を
育
成
」

「
長
期
の
雇
用
」「
機
動
力
」「
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
」「
継
続
し
た
活
動
」「
信
頼
の
地
盤
」

「
行
政
の
理
解
と
信
頼
」「
地
域
の
人
と
の

関
係
性
、
他
民
族
間
の
関
係
性
」「
地
域
の

人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
」「
価
値
の

掘
り
起
こ
し
」「
よ
そ
者
の
視
点
」
な
ど
な

ど
。
経
験
の
長
い
海
外
事
業
の
事
例
か
ら

導
き
だ
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
岩
手
の

２
つ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
も
多
い
の
で
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
①
長
期
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、

②
人
材
の
育
成
、
③
行
政
と
の
連
携
、
④

第
三
者
の
介
在
と
い
う
、
４
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。（
こ

の
報
告
書
の
提
言
で
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
て
８
つ
の
提
言
に
ま

と
め
て
い
ま
す
）

「
こ
れ
か
ら
」の
支
援
を
考
え
る

経
験
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

WORKSHOP
2013 /4 /11—12

英語、日本語、ベトナム語でキーワードを書き出す

国情の違いを認めつつ、それでも究極のポイントを集約
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開会

BAJ東北事業担当　新石正治
一般社団法人おらが大槌夢広場　事務局長　臂 徹
NPO法人さんさんの会　理事長　菊池真吾

これまでの成果と今後の課題〜
BAJミャンマー国代表　森 晶子
BAJベトナム連絡員　片山恵美子

これからのアジアに必要な支援とは
BAJ理事長　　根本悦子
BAJミャンマー国代表　森 晶子
BAJベトナム連絡員　片山恵美子
龍谷大学研究フェロー　中村尚司
閉会

BAJ設立20周年記念フォーラム
プログラム
日時　2013年4月13日（土）　13:00-18:00
場所　JICA地球広場　国際会議場

第一部　東北　〜震災から見えてきたもの〜

第二部　アジア　〜ミャンマーとベトナム

パネルディスカッション

　

視
察
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
い
わ
ば

内
向
き
に
掘
り
下
げ
る
作
業
で
し
た
が
、

最
後
に
そ
の
成
果
を
外
に
発
表
す
る
場
と

し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
最
初
は
、『
井
戸
が
壊
れ
た
ら
B
A
J

が
直
し
て
く
れ
る
か
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
』

と
い
う
考
え
。
10
年
か
け
て
『
B
A
J
は

い
つ
ま
で
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
村
で
直

せ
る
よ
う
に
し
よ
う
』『
水
管
理
委
員
会
が

し
っ
か
り
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
』

と
い
う
意
見
が
で
た
。
長
期
の
関
わ
り
で

依
存
体
質
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
で
も
、

長
期
に
わ
た
る
粘
り
強
い
活
動
が
必
要
」

「
自
分
で
気
づ
き
行
動
に
結
び
つ
け
る
活

動
を
し
て
き
た
。
ご
み
を
捨
て
て
は
い
け

な
い
と
い
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
４
回
や
っ

て
も
、
行
動
は
変
わ
ら
な
い
」

「
役
場
の
委
託
で
は
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
役
場
に
説
明
に
行
く
な
ど
し
て
、

徐
々
に
信
頼
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て

き
た
」

「
家
庭
で
普
通
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
も
の

を
、
外
か
ら
来
た
人
の
『
美
味
し
い
！
こ

れ
売
り
た
い
！
！
』
が
き
っ
か
け
で
、
産

直
品
で
売
り
出
す
こ
と
に
。
か
わ
い
い
ラ

ベ
ル
を
つ
け
て
、
価
値
の
再
認
識
に
な
っ

た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
後
に
行

わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
集
約
し
た
キ
ー
ワ
ー

ド
に
ま
つ
わ
る
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
進

行
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
し
た
龍
谷
大
学

研
究
フ
ェ
ロ
ー
の
中
村
尚
司
さ
ん
の
「
人

に
依
存
す
る
こ
と
こ
そ
、
自
立
の
一
歩
な

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、

お
ら
が
大
槌
夢
広
場
の
臂
さ
ん
は
「（
復

興
支
援
で
多
く
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

な
か
、）
特
定
の
も
の
に
依
存
す
る
こ
と

は
、
復
興
の
妨
げ
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
我
々
が
思
っ
て
い
る

ほ
ど
被
災
者
は
ば
か
じ
ゃ
な
い
。
自
ら
選

択
し
て
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
い
く
ん
だ

ろ
う
な
と
思
っ
た
」
と
返
答
。

「
依
存
」
と
「
自
立
」。
一
見
相
反
す
る
言

葉
で
す
が
、「
助
け
合
い
」
と
「
自
尊
」
と

も
言
い
換
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

B
A
J
設
立
20
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
草
の
根
で
つ
な
ぐ
ア
ジ
ア 

〜
こ
れ
か
ら
必
要
な
支
援
と
は
〜
」

FORUM
2013 /4 /13

　今回、ワークショップの中で「よ
そ者だからできることがある、言え
ることがある」という言葉がよく出
てきました。BAJにとって「よそ者」
の立場から、私がBAJの成果として
印象に残ったのは、ミャンマー、ラ
カイン州の事業エピソードでした。
　民族間の摩擦があるため海外の
NGOが活動するのが難しい同州で、BAJは活動を許され、異なる民族同士の
チームを作って活動しています。そこに、ミャンマー政府が外交団を連れて
視察に来て、民族対立解決の好事例として紹介しているのだそうです。
　当事者同士ではなかなか前進しない課題を「よそ者」の強みで打開し、それ
が政府にとってのモデルケースになるまでに浸透したということは、NGO

にとってのひとつの到達点なのではないでしょうか。
報告：原田麻里子／NPO・NGOコーディネーター

おわりに

フォーラムには70名の参加があった
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ア
ジ
ア
社
会
に
架
け
る

相
互
理
解
と
信
頼
の
橋

寄
稿

中
村
尚
司
／
龍
谷
大
学
研
究
フ
ェ
ロ
ー

『
技
術
と
経
済
』
の
編
集
者
だ
っ
た
頃
か

ら
の
知
友
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
苦
労
の

多
い
N
G
O
活
動
に
参
入
す
る
と
は
、

古
い
友
人
と
し
て
想
像
も
し
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、「
ア
ジ
ア
社
会
に
相
互
理

解
と
信
頼
の
橋
を
架
け
た
い
」
と
い
う
熱

情
は
、
B
A
J
設
立
以
前
か
ら
今
日
ま

で
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
志
に
関
す
る
限
り
、

私
も
ま
た
人
後
に
落
ち
な
い
つ
も
り
で
あ

る
。
こ
の
20
年
、
日
本
に
お
け
る
N
G
O

の
社
会
的
な
環
境
は
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
B
A
J
の

歴
史
は
、
苦
難
の
20
年
間
だ
っ
た
と
も
い

え
る
。

　

ひ
と
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
。

2
0
0
2
年
3
月
、
コ
ロ
ン
ボ
空
港
で

旧
知
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
、
ジ
ョ
ー
ン
・

ウ
エ
ス
ト
ボ
ル
グ
氏
に
遇
っ
た
。
手
荷
物

　

日
本
に
お
け
る
N
G
O
（
非
政
府
組

織
）
の
社
会
的
地
位
は
、
き
わ
だ
っ
て
低

い
。
十
分
な
認
知
も
さ
れ
て
い
な
い
。

N
P
O
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
と

N
G
O
の
違
い
も
、
判
然
と
つ
か
な
い

人
が
多
い
。
欧
米
諸
国
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
比
べ
て
も
、
そ
の

地
位
の
低
さ
は
目
立
っ
て
い
る
。
ス
リ
ラ

ン
カ
生
活
の
長
か
っ
た
私
の
眼
か
ら
見
て
、

サ
ル
ヴ
ォ
ー
ダ
ヤ
や
セ
ー
ワ
ラ
ン
カ
と
い

う
N
G
O
は
、
中
央
政
府
の
諸
省
庁
に

負
け
な
い
く
ら
い
職
員
数
や
財
政
規
模
を

有
し
て
い
る
。
国
会
議
員
や
政
府
の
閣
僚

た
ち
も
、
そ
の
活
動
を
無
視
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

B
A
J
創
立
者
の
故
新
石
正
弘
や
現

理
事
長
の
根
本
悦
子
と
は
、
前
者
が
ア
ジ

ア
文
化
会
館
の
職
員
だ
っ
た
頃
、
後
者
が

台
の
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
、
大
き
な
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
を
自
分
で
運
ん
で
い
る
。
外
交
官

特
権
を
使
お
う
と
は
し
な
い
。
翌
日
、
日

本
大
使
館
で
大
塚
大
使
に
会
っ
た
時
、
そ

の
情
景
を
伝
え
る
と
、「
彼
は
N
G
O
の

事
務
所
長
だ
っ
た
か
ら
、
何
で
も
自
分
で

や
る
。
我
わ
れ
の
よ
う
な
職
業
的
外
交
官

と
は
、
違
う
」
と
い
う
返
事
だ
っ
た
。
ノ

ル
ウ
ェ
ー
と
日
本
と
の
官
民
格
差
の
違
い

を
象
徴
す
る
よ
う
な
答
え
だ
っ
た
。

　

当
時
、
B
A
J
の
新
石
さ
ん
は
マ
ン

ナ
ー
ル
半
島
で
の
活
動
を
模
索
さ
れ
て
い

た
。ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
軍
と
反
政
府
の「
タ

ミ
ル・イ
ー
ラ
ム
解
放
の
虎（
L
T
T
E
）」

軍
の
支
配
地
が
交
錯
し
て
い
た
地
域
で
あ

る
。
P
A
R
C
の
井
上
さ
ん
と
小
生
は
、

北
端
の
ジ
ャ
フ
ナ
半
島
に
お
け
る
漁
村
振

興
事
業
を
準
備
し
て
い
た
。
ジ
ャ
フ
ナ
も
、
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あ
る
、と
発
表
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
か
」

と
い
う
よ
う
な
つ
ま
ら
ぬ
問
答
を
し
た
記

憶
が
あ
る
。

　

非
政
府
組
織
の
代
表
が
、
と
き
と
し
て
、

政
府
の
外
交
政
策
の
責
任
者
に
も
な
る
ノ

ル
ウ
ェ
ー
と
異
な
り
、
N
G
O
の
役
割

を
重
視
す
る
国
連
憲
章
に
賛
同
し
て
い
て

も
、
日
本
の
N
G
O
の
苦
労
は
大
き
い
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
順
で
、

事
業
を
展
開
し
て
き
た
B
A
J
の
場
合
、

行
政
機
関
が
機
能
し
て
い
な
い
地
域
が
多

い
の
に
、
公
権
力
の
過
剰
な
支
配
介
入
を

体
験
し
て
い
る
。
よ
く
も
匙
を
投
げ
ず
に
、

困
難
な
事
業
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
も
の

だ
、
と
感
心
す
る
。

　

な
ら
ば
、
未
来
は
絶
望
的
で
あ
ろ
う
か
。

春
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
８
つ
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
考
え
る
と
、

明
日
は
決
し
て
暗
く
な
い
。
ど
の
よ
う
な

困
難
に
直
面
し
て
も
、
新
石
さ
ん
や
根
本

さ
ん
が
B
A
J
活
動
の
根
本
に
置
い
て

い
た
の
は
、
ア
ジ
ア
民
衆
と
の
間
の
長
期

的
な
信
頼
関
係
と
相
互
理
解
で
あ
る
。
歴

史
か
ら
学
ぶ
営
み
は
、
未
来
を
築
く
基
礎

反
政
府
軍
の
意
向
を
無
視
し
て
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
和
平
斡

旋
の
主
役
で
あ
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
の

ご
厚
意
で
、
L
T
T
E
軍
の
本
部
が
置

か
れ
て
い
る
キ
リ
ノ
ッ
チ
へ
飛
ぶ
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
便
乗
し
て
現
地
を
訪
ね
た
。

L
T
T
E
政
治
部
門
代
表
者
の
タ
ミ
ル
・

チ
ェ
ル
ヴ
ァ
ン
氏
や
経
済
部
門
代
表
者
の

タ
ミ
ル
・
エ
ン
デ
ィ
氏
に
会
い
、
停
戦
後

の
復
興
事
業
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
日
本

の
N
G
O
の
意
向
を
伝
え
た
。

　

コ
ロ
ン
ボ
に
戻
る
と
、
大
塚
大
使
か
ら

電
話
が
あ
り
、
日
本
大
使
館
に
来
て
欲
し

い
と
い
う
要
請
だ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
伺
う

と
、「
大
使
館
員
も
行
か
な
い
キ
リ
ノ
ッ

チ
に
行
き
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
一
民

間
人
の
く
せ
に
日
本
政
府
を
代
表
す
る
よ

う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
な
に
ご
と
か
」

と
い
う
叱
責
で
あ
っ
た
。「
日
本
政
府
を

代
弁
す
る
意
図
も
な
け
れ
ば
、
実
際
問
題

と
し
て
、ま
っ
た
く
代
弁
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
答
え
る
と
、「
新
聞
に
訂
正
記
事
を
出

し
て
も
ら
っ
て
く
れ
」
と
い
う
。「
そ
れ

は
大
使
館
の
お
仕
事
で
し
ょ
う
。
中
村
は

日
本
政
府
と
は
関
係
の
な
い
一
民
間
人
で

工
事
で
あ
る
。
今
後
も
、
こ
の
経
験
を
活

か
し
続
け
て
欲
し
い
。

　

地
域
住
民
の
眼
か
ら
見
る
と
、
し
ょ
せ

ん
N
G
O
活
動
は
「
よ
そ
者
」
の
仕
事
で

あ
る
。
そ
の
「
よ
そ
者
」
が
、
地
域
住
民

の
目
線
に
立
っ
て
共
同
作
業
を
行
え
ば
、

こ
れ
ま
で
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
見

つ
か
る
。
内
側
か
ら
だ
け
で
も
、
外
側
か

ら
だ
け
で
も
達
成
で
き
な
い
分
野
に
手
が

届
く
。
公
権
力
や
軍
事
力
で
は
、
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
地
域
の
課
題
に
、

N
G
O
な
ら
参
画
で
き
る
。
武
器
を
携

え
る
P
K
O
活
動
よ
り
も
、
は
る
か
に

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

住
民
に
教
え
る
活
動
を
行
え
ば
、
そ
の

ま
ま
学
ぶ
こ
と
に
重
な
る
の
が
、
B
A
J

の
本
領
で
あ
る
。
内
戦
や
民
族
抗
争
が
絶

え
な
い
ア
ジ
ア
の
各
地
で
、
B
A
J
が

架
け
る
橋
は
、
国
家
や
民
族
の
壁
を
越
え

る
交
流
を
支
え
る
。
こ
の
橋
に
つ
な
が
る

道
は
、
一
つ
の
方
向
だ
け
で
は
な
い
。
往

復
す
る
道
で
あ
る
。
や
が
て
は
十
字
路
に

至
り
、
未
来
は
四
方
、
八
方
に
拡
が
る
。

全
世
界
の
民
衆
の
生
き
方
に
つ
な
が
る
橋

で
あ
る
。

龍谷大学研究フェロー・NPO法人JIPPO専務理事。
1961年、アジア経済研究所南アジア担当研究員、
1984年より龍谷大学経済学部教授、2007年より
研究フェロー。主な研究テーマは、民際学研究、
地域経済論、南アジア研究。著書に、『共同体の経
済構造』（新評論 1975、増補版 1983）。『スリラ
ンカ水利研究序説』（論創社、1988）。『地域と共同
体』（春秋社 1980、増補版 1987）。『豊かなアジア、
貧しい日本』（学陽書房 1989）。『地域自立の経済
学』（日本評論社 1993、第2版 1998）。『人びとの
アジア』（岩波書店 1994）など。

中村尚司
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岩手県 （2011年～2013年）

配食活動.............................135,740食
食

利用者数.............................のべ2,600人
コミュニティセンター

ベトナム（2002年～）

2010年までのビニール袋回収量........23,500kg 
有価物回収量.............................................160kg 
環境教育に参加した子供.......................286名 
中学校で環境教育に参加した子供.....1,864名 

子ども

バイオガスダイジェスターの
設置件数......................................................25基 
バイオグループの活動...........................26世帯が参加 
豚の販売（グループ活動の一環）.........7回の直売活動により、
	 仲介業者を通すより収入15％増
特産品...........................................................7世帯・11種類の開発

農家

ミャンマー（1995年～）

深井戸..................................................117本
井戸修繕.............................................299件
管井戸・開放井戸..............................391本
その他給水施設................................35か所

水

修理・整備...........................................3,037件
開催した技術訓練の数..................46回

機械・車両整備

橋...........................................................278本
基礎インフラ

女性のための
生計改善プロジェクト数..............147回
女性

学校......................................................103校
シェルター.........................................475棟

BAJ20年間の成果
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1993年	 11月	 国際協力NGO「インドシナ市民協力センター」設立

	 	 （代表＝熊岡路也、事務局長＝新石正弘）

1994年	 11月	 名称を「ブリッジ エーシア ジャパン」に変更

1995年	 1月	 ミャンマー国ラカイン州北西部のマウンドーで、

	 	 難民帰還事業への協力を開始。ヤンゴン事務所を開設

	 	 代表を根本悦子に交代

1996年	 2月	 BAJ第1回会員総会を開催

1999年	 4月	 ミャンマー国中央乾燥地域で、

	 	 生活用水供給事業を開始することとし、

	 	 ミャンマー国境民族開発省（DDA）と覚書を結び調査を開始

1999年	 12月	 「特定非営利活動法人」格取得

2001年	 3月	 ベトナム事業で、現地駐在連絡員をホーチミン市に派遣

2002年	 10月	 スリランカ・コロンボ事務所を開設、

	 	 事業開始にむけて準備を開始

	 	 翌1月より復興支援事業を開始

2003年	 11月	 BAJ創立10周年を記念し、「10周年記念の集い」開催

2004年	 12月	 インド洋スマトラ沖地震発生

	 	 スリランカ南部の津波被害を受け、

	 	 緊急救援と復興支援活動を開始

	 	 ベトナムの子どもを応援する

	 	 「輝けアジアの子ども基金」創設

2005年	 6月	 中央乾燥地域での生活用水供給事業について、

	 	 拠点をニャンウーから現場に近いチャウパドンに移転

2005年	 12月	 スリランカ情勢が不穏となり、

	 	 事業からの撤退を検討してきたが、

	 	 キリノッチでの活動を終了して

	 	 施設などを地元県知事に引き渡した

2006年	 10月	 新たな寄付システム「BAJまるごとサポーター」制度を創設

2007年	 3月	 認定NPO法人として承認される

2007年	 7月	 ミャンマーでの活動に対し、日本の「外務大臣表彰」を受ける

	 	 コロンボ事務所を閉鎖。スリランカでの全事業を撤収

2008年	 5月	 ミャンマー南部デルタ地帯に

	 	 大型サイクロン「ナルギス」が上陸。緊急救援活動を実施

2009年	 2月	 事務局長の新石正弘が永眠

	 	 6月に著書「アジアに架ける橋」をコモンズより出版

2010年	 2月	 技術部長の木村信夫が急逝

2011年	 3月	 東日本大震災発生。緊急支援を開始

2012年	 6月	 ミャンマー・ラカイン州北部にて民族間衝突が勃発

	 	 マウンドー事務所を一時閉鎖

2013年	 5月	 震災から2年が経過し、東日本での事業を終了

活動のあゆみ

スリランカ （2003年～2007年）

深井戸...............................................................40本
井戸修繕..........................................................2本

水

学校...................................................................8校
公民館...............................................................4舎
トイレ...............................................................21か所
孤児院...............................................................1棟

基礎インフラ

大工・左官........................................................のべ179人
トラクター・車両、船外機等整備............のべ309人
家具作り..........................................................のべ79人
裁縫...................................................................のべ229人
生計向上..........................................................のべ306人

人材育成

BAJ東京事務所
渋谷区…日本人スタッフ5名

BAJベトナム事務所
フエ市…日本人スタッフ1名・ベトナム人スタッフ3名

BAJミャンマー事務所
ヤンゴン市…日本人スタッフ2名・ミャンマー人スタッ
フ12名／ラカイン州マウンドー…日本人スタッフ1
名・ミャンマー人スタッフ36名／ラカイン州シトウェ
（2事務所）…日本人スタッフ2名・ミャンマー人スタッ
フ30名／ラカイン州タウンゴップ…開設中／中央乾
燥地域・マグウェ郡…日本人スタッフ 1名、ミャンマー
人スタッフ 17名／カレン州モーラミャイン…ミャン
マー人スタッフ 10名
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